
ま量
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岡
倉
天
心
と
イ
ン
ド

|
|
越
境
す
る
近
代
国
民
意
識
と
汎
ア
ジ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
帰
趨

稲

賀

繁

美

本
稿
は
、
岡
倉
天
心
と
そ
の
周
辺
に
焦
点
を
当
て
る
。
検
証
す
べ
き
は
以
下
の
二
点
と
な
る
。
ま
ず
、
二

O
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ア
ジ

ア
の
自
己
表
現
と
し
て
も
っ
と
も
突
出
し
た
発
現
の
ひ
と
つ
た
る
『
東
洋
の
理
想
』
が
、
天
心
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
的
境
涯
の
な
か
で
こ
そ

培
わ
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
第
二
に
、
近
代
ア
ジ
ア
の
文
化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
発
現
の
一
手
段
と
し
て
の
「
東
洋
美
術
」
概
念
が
、
そ
も

そ
も
狭
義
の
国
民
国
家
意
識
か
ら
の
逸
脱
を
内
在
的
前
提
条
件
と
し
て
練
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
。
「
ひ
と
つ
の
ア
ジ
ア
」
|
|
|
す
な
わ
ち

文
化
概
念
と
し
て
の
東
ア
ジ
ア
、
さ
ら
に
は
「
東
洋
」
と
い
う
虚
構
の
枠
組
み
と
そ
の
担
造
そ
し
て
実
体
化
ー
ー
ー
こ
れ
な
く
し
て
普
遍
的

世
界
美
術
史
は
構
想
し
得
な
い
ー
ー
ー
の
裏
に
は
、
天
心
の
生
涯
に
刻
印
さ
れ
た
越
境
状
況
が
潜
ん
で
い
た
は
ず
だ
。
こ
の
教
訓
は
、
昨
今

の
安
易
な
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
礼
賛
や
越
境
志
向
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
研
究
の
論
調
に
対
し
て
、
ア
ジ
ア
の
側
か
ら
の
抜
本
的
な
再
検
討
を
迫
る
も

の
だ
ろ
う
。

最
近
の
研
究
が
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
近
代
美
術
史
の
形
成
は
、
明
治
国
家
の
立
ち
上
げ
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
(
佐

藤
一
九
九
八
、
北
淳
一
九
九
九
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
一
九
九
九
)
。
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
る
な
ら
ば
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二

O
世
紀

初
頭
に
か
け
て
、
ア
ジ
ア
諸
民
族
は
、
西
欧
列
強
に
よ
る
帝
国
主
義
植
民
地
状
況
下
で
、
「
西
欧
」
に
対
抗
す
べ
く
、
国
民
的
あ
る
い
は

文
化
的
な
自
己
同
一
性
を
「
発
明
」
し
、
再
設
定
し
、
あ
る
い
は
ま
た
国
家
目
標
と
し
て
追
求
し
た
。
「
東
洋
美
術
史
」
な
る
枠
組
み
も

ま
た
、
そ
う
し
た
運
動
と
一
体
を
な
し
て
浮
上
し
た
、
ひ
と
つ
の
理
念
あ
る
い
は
思
念
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
脈
で
、
国
際
的
な
視
野
か
ら

_...A_ 

再
検
討
に
値
す
る
の
が
岡
倉
天
心
(
一
八
六
六
一
九
一
三
)
の
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
側
面
は
、
日
本
の
歴
史
家
た
ち
に

よ
っ
て
は
、
最
近
ま
で
十
分
に
研
究
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
が
た
い
。
一
九
四

0
年
代
の
日
本
の
海
外
膨
張
主
義
の
な
か
で
、
天
心
の
著

作
(
と
り
わ
け
一
九
三
八
年
に
「
東
洋
の
覚
醒
」
と
し
て
、
ま
ず
日
本
語
訳
で
公
表
さ
れ
た
扇
動
文
書
)
は
、
当
時
の
軍
事
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
沿
っ

て
利
用
さ
れ
、
大
東
亜
共
栄
圏
思
想
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
好
都
合
の
文
献
と
し
て
動
員
さ
れ
た
。
保
田
輿
重
郎
を
筆
頭
と
し
て
、
佐
藤
信
衛
、

と
り
わ
け
浅
野
晃
が
そ
の
代
表
と
な
る
。
一
九
六

0
年
代
末
ま
で
の
岡
倉
天
心
論
は
、
そ
の
反
省
あ
る
い
は
反
動
ゆ
え
か
、
ひ
た
す
ら
敗

戦
後
の
価
値
観
を
前
提
と
し
、
そ
こ
か
ら
逆
に
遡
っ
て
天
心
の
著
作
を
読
み
、
そ
の
ア
ジ
ア
主
義
を
糾
弾
す
る
、
と
い
う
論
調
か
ら
な
か

な
か
自
由
に
な
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
に
は
あ
た
か
も
、
論
者
自
身
の
身
の
潔
白
を
証
明
す
る
た
め
に
は
、
天
心
に
有
罪
宣
告
を
突
き

付
け
る
こ
と
が
、
戦
後
日
本
の
知
識
人
に
と
っ
て
の
義
務
で
あ
る
、
と
い
っ
た
雰
囲
気
す
ら
見
い
だ
さ
れ
る
。

海
外
に
視
点
を
向
け
る
と
、
英
語
圏
で
は
今
日
『
茶
の
本
」
が
ベ
イ
パ

l
パ
ッ
ク
で
入
手
可
能
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
抜
粋
が
美
術
理

論
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ

l
に
採
ら
れ
る
こ
と
も
、
な
い
で
は
な
い
。
だ
が
そ
れ
以
外
の
地
域
、
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
は
、
『
東
洋
の
理

想
」
や
『
東
洋
の
覚
醒
』
さ
ら
に
『
茶
の
本
』
は
一
九
一
七
年
か
ら
一
一
一
一
年
に
か
け
て
仏
語
訳
が
出
た
も
の
の
、
日
本
研
究
者
を
除
け
ば
、

今
日
の
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ン
テ
リ
で
、
岡
倉
覚
三
の
名
前
を
記
憶
し
て
い
る
者
は
、
美
術
史
研
究
者
に
す
ら
、
数
少
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
稿
は
、
色
川
大
吉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
民
衆
」
史
観
に
立
脚
し
て
、
美
的
な
汎
ア
ジ
ア
主
義
の
唱
導
者
と
し
て
、
岡
倉
天
心
を

再
評
価
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
逆
に
、
宮
川
寅
雄
や
竹
内
好
を
晴
矢
と
す
る
近
代
日
本
思
想
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
の

延
長
に
位
置
付
け
う
る
、
最
近
の
北
米
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
一
評
の
論
調
に
同
調
し
て
、
天
心
に
危
険
な
超
国
家
思
想
家
た
る
レ
ッ
テ
ル

を
貼
り
直
す

h

」
と
に
満
足
す
る
も
の
で
も
な
い
。

む
し
ろ
本
稿
の
目
指
す
の
は
、
堀
阿
弥
寿
子
や
岡
倉
古
志
郎
の
実
証
的
な
史
料
発
掘
の
傍
ら
で
、
イ
ン
ド
で
の
最
近
の
研
究
に
も
言
及

し
つ
つ
、
天
心
の
著
述
を
、
そ
の
執
筆
環
境
ー
ー
ー
す
な
わ
ち
二

O
世
紀
初
頭
の
イ
ン
ド
と
い
う
歴
史
的
・
地
理
的
な
空
間
l

l
に
お
き
直

す
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
七

0
年
代
以
降
の
、
高
階
秀
爾
や
大
岡
信
、
さ
ら
に
続
く
世
代
の
大
久
保
喬
樹
や
木
下
長
宏
ら
の
仕
事

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
十
分
に
は
解
明
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
側
面
に
、
照
明
を
当
て
る
こ
と
で
も
あ
る
。
ま
ず
、
イ
ン
ド
の
国
民
意
識

と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
覚
醒
に
関
与
し
た
天
心
の
、
越
境
性
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
的
性
格
を
問
お
う
。
さ
ら
に
理
念
と
し
て
の
東
洋
美
術
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輔副

ー
ー
す
な
わ
ち
ア
ジ
ア
の
文
化
的
自
己
表
現
ー
ー
ー
の
、

最
も
雄
弁
な
国
際
的
提
唱
者
の
ひ
と
り
た
る
天
心
が
、

そ
の
後
彼
に
続
く
「
美
術

78 

史
学
」

の
専
門
家
集
団
た
ち
の
世
界
か
ら
、

あ
た
か
も
厄
介
者
よ
ろ
し
く
抹
消
さ
れ
て
ゆ
く
経
緯
に
迫
り
た
い
。
こ
の
経
緯
に
も
ま
た
、

二
O
世
紀
初
頭
の
東
ア
ジ
ア
の
文
化
状
況
と
、

そ
の
世
界
史
的
反
響
の
、

モ
ダ
ニ
ズ
ム
前
史
を
な
す

ほ
ん
の
一
勧
を
検
証
す
る
に
過
、
ぎ
な
い
。
だ
が
そ
れ
は
、
〈
越

天
心
の
越
境
性
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
的
性
格
が
関
与
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
よ
う
に
本
稿
で
は
、

境
す
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
〉

の
前
提
を
問
い
直
す
た
め
の
、

ひ
と
つ
の
さ
さ
や
か
な
問
題
提
起
と
な
る
こ
と
を
志
し
て
い
る
。

1 

国
民
統
合
と

『
東
洋
の
理
想
』

天
心
の
最
初
の
英
文
著
述
、

『
東
洋
の
理
想
』

(
一
九
O
三
)

に
序
文
を
寄
せ
た
の
は
、

「ラ

l
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
H

ヴ
ィ
ヴ
エ
カ

l
ナ
ン
ダ

の
シ
ス
タ
ー
・
ニ
ヴ
エ
デ
ィ

l
タ
」
こ
と
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ノ

l
ブ
ル

(
一
八
六
七
l

一
九
一

二
。
当
時
ラ

l
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ

二
八
一
二
六
|
八
六
)

の
弟
子
に
し
て
イ
ン
ド
近
代
の
ヒ
ン
デ
イ
ズ
ム
改
革
者
、
ヴ
ィ
ヴ
エ
カ

i
ナ
ン
ダ

(
一
八
六
三
i

一九
O
二
)

に
も
っ
と
も
近
い
、

異
国
出
身
の
弟
子
だ
っ
た
口
彼
女
と
天
心
と
の
関
係
に
関
し
て
の
詳
細
は
別
稿

(
円
ロ

m
m
∞

巴
宮
古
)

に
譲
る
が
、
彼
女
の
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
マ
ッ
ク
ラ
ウ
ド

(
一
八
五
八
1

一
九
四
九
)
宛
書
簡

(
Z
2
E
5
5沼
)
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

ニ
ヴ
エ
デ
ィ

1
タ
は
天
心
手
稿
に
手
を
入
れ
て
、

『
東
洋
の
理
想
』

を
現
在
の
姿
で
出
版
さ
せ
る
仲
立
ち
を
し
た
、

実
質
的
な
女
房
役

2
-

っ，}。

千

/

ィ

千
J

と
い
う
よ
り
む
し
ろ
天
心
は
、
年
下
の
彼
女
を
「
良
き
母
」
に
見
立
て
て
、
こ
と
さ
ら
「
悪
い
男
の
子
」
を
演
じ
て
甘
え
て
い

た
節
さ
え
あ
る
。
さ
ら
に
、
天
心
没
後
「
東
洋
の
覚
醒
』
(
一
九
一
二
八
)
と
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
手
稿
は
、
天
心
の
カ
ル
カ
ッ
タ

滞
在
中
に
執
筆
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
ニ
ヴ
エ
デ
ィ

l
タ
の
手
が
入
っ
て
い
る
。
そ
の
執
筆
過
程
で
天
心
が
タ
ゴ

l
ル
兄
弟
周
辺
の
若
者

た
ち
と
盛
ん
に
議
論
を
し
て
い
た
こ
と
は
、

ス
レ
ン
ド
ラ
ナ

l
ト
の
回
想
か
ら
知
ら
れ
る
。
だ
が
、

原
稿
取
り
ま
と
め
の
段
階
で
実
質
的

に
校
聞
を
担
当
し
た
の
は
ニ
ヴ
エ
デ
ィ

l
夕
、
だ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、

の
ち
の
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
天
心
の
イ
ザ
ベ
ラ
・
ガ
ー
ド
ナ

l
夫
人

_..... 

と
の
信
頼
関
係
や
、

イ
ン
ド
の
詩
人
プ
リ
ヤ
ン
バ
ダ
・
デ
ヴ
ィ
と
の
晩
年
の
文
通
に
匹
敵
す
る
共
働
が
想
定
で
き
る
。
実
際
一
一
ヴ
エ

デ
ィ

l
タ
は
、

「
東
洋
の
理
想
」

の
出
版
を
、
彼
女
自
身
の

『
女
神
カ

l
リ
i
』

(
一
九
O
二、

『
イ
ン
ド
の
生
活
、

そ
の
経
糸
緯
糸
』
(
一

九
o
i
)
と
の
問
に
位
置
付
け
て
、
自
分
の
出
版
事
業
と
も
比
類
、
で
き
る
重
大
事
と
し
て
、
手
紙
の
な
か
で
言
及
し
て
い
る
。
彼
女
の
序

文
に
は
、
こ
う
あ
っ
た
。

で
す
か
ら
、
岡
倉
氏
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
を
、
我
々
が
想
像
し
て
き
た
よ
う
な
地
理
的
断
片
の
寄
せ
集
め
と
し
て
で
は
な
く
、
お
の
お

の
の
部
分
が
他
の
す
べ
て
の
部
分
に
依
存
し
、
全
体
が
単
一
の
複
合
的
な
生
命
を
息
づ
い
て
い
る
ひ
と
つ
の
統
一
さ
れ
た
生
け
る
有
機

体
(
山
口
口
町
丘
一
豆
諸
O
H
m
s
-
m
戸

2
与
吉
コ
母
℃
g
p
E
Cロ山一
-
H
F
2
7
2
F
予
命
名

}
5
F
Z
E
H
F
-ロ
ぬ
山
田
5
E巾

g
E
1
3
一
民
主
と
し
て

示
す
こ
と
は
、
こ
の
う
え
な
く
価
値
の
あ
る
こ
と
な
の
で
す
。

(
C
E
E
5
5
5
一
口
)

グ

l
ハ
H

タ
ク
ル
タ
(
の
岳
山
目
、
『

Z
E
5
5
3
N
一
与
印
)
ほ
か
の
イ
ン
ド
研
究
者
が
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
、

て
、
天
心
が
し
め
し
た
ア
ジ
ア
観
は
、
当
時
の
イ
ン
ド
国
民
統
合
の
指
針
と
な
り
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
支
柱
を
提
供
す
る
も
の
だ
っ
た
。

「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
と
い
う
宣
言
に
お
け
る
E
C
ロ
g
g∞3

は
、
明
ら
か
に
天
心
が
ヴ
ィ
ヴ
エ
カ

l
ナ
ン
ダ
か
ら
教
示
さ
れ
た
ア
ド
ヴ
ァ

イ
タ
(
〉
?
主
主
の
考
え
に
負
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
ニ
ヴ
エ
デ
ィ

l
タ
は
「
す
べ
て
に
渡
る
混
請
の
力
(
民
一

J
2〈
2〈
弓

ζ
ロ円円

2門

F
R
司
)
」
と
捉
え
、
そ
こ
に
正
統
な
る
ヒ
ン
デ
イ
ズ
ム
(
と
い
う
主
時
の
「
近
代
の
創
設
」
)
に
導
か
れ
た
「
イ
ン
ド
の
綜
合
(
日

E
Eロ

4
2
F丘
団
)
」
へ
の
契
機
を
見
い
だ
し
て
い
た
。
「
ア
ジ
ア
は
び
と
つ
」
の
掛
け
声
は
、
当
時
大
英
帝
国
に
よ
っ
て
蚕
食
さ
れ
て
い
た
イ
ン

ド
に
あ
っ
て
は
、
「
イ
ン
ド
は
ひ
と
つ
」
と
い
う
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
|
|
分
割
統
治
へ
の
抵
抗
ー
ー
と
し
て
解
説
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

実
際
こ
れ
か
ら
数
年
と
し
な
い
一
九

O
六
年
一

O
月
一
六
日
に
は
、
カ

l
ゾ
ン
総
督
下
で
ベ
ン
ガ
ル
分
割
令
が
施
行
さ
れ
、
西
ベ
ン
ガ

ル
州
と
東
ベ
ン
ガ
ル
(
現
在
の
パ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ユ
)
が
切
断
さ
れ
、
こ
れ
は
ス
ワ
デ
シ
運
動
と
呼
ば
れ
る
広
範
な
英
国
製
品
ボ
イ
コ
ッ
ト

運
動
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
ヴ
エ
デ
ィ

l
タ
は
、
そ
の
な
か
で
女
性
活
動
家
と
し
て
指
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
実
は
こ
う
し
た
潮
流
の
さ
な
か
で
、
国
民
統
合
の
視
点
か
ら
「
イ
ン
ド
美
術
史
」
が
構
想
さ
れ
て
ゆ
く
。
ニ
ヴ
エ

デ
ィ

l
タ
の
『
東
洋
へ
の
理
相
と
へ
の
序
文
は
、
そ
の
先
駆
的
な
文
書
で
あ
り
、
ま
た
彼
女
自
身
も
一
九

O
七
年
に
は
「
国
民
性
を
作
り

上
げ
る
う
え
で
の
雲
術
の
機
能
(
叶
『
司

5
2
8
0『
〉
コ
百

ω
Z
1話
ぇ

z
g
c
Eミ
)
」
と
い
っ
た
論
文
を
公
刊
す
る
と
と
も
に
、
立
場
を

ニ
ヴ
エ
デ
ィ

1
タ
に
と
っ
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同
じ
く
す
る
教
育
者
や
研
究
者
を
盛
り
立
て
て
ゆ
く
。
そ
の
代
表
と
な
る
の
が
、

ン
ダ
・
ク

l
マ
ラ
ス
ワ

l
ミ
!
と
い
っ
て
よ
い
(
冨
5
2
5
2
・
n
y
・品)。

ア
1
ネ
ス
ト
・
ピ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ハ
ヴ
エ
ル
と
ア
ナ

2 

仏
教
美
術
の

「
イ
ン
ド
性
」

一

の

ア
l
ネ
ス
ト
・
ピ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ハ
ヴ
エ
ル
二
八
六
酢
l
一
九
一
一
号
)
は
カ
ル
カ
ッ
タ
の
美
術
学
校
の
指
導
者
と
し
て
ラ
ピ
ン
ド
ラ

ナ
l
ト
・
タ
ゴ

l
ル
(
一
八
七
一
|
一
九
五
一
)
を
支
援
し
、
ま
た
イ
ン
ド
の
婁
術
産
業
育
成
方
針
に
関
し
て
、
カ

l
ゾ
ン
総
督
(
一
八
五

九
|
一
九
三
五
)
と
激
し
く
対
立
し
た
こ
と
で
名
を
残
す
が
、
そ
の
か
れ
が
マ
ド
ラ
ス
か
ら
カ
ル
カ
ッ
タ
に
移
っ
て
早
々
、
ニ
ヴ
エ

デ
ィ

l
タ
と
接
触
を
始
め
る
の
は
、
天
心
が
ニ
ヴ
エ
デ
ィ

l
タ
に
出
会
う
よ
り
ほ
ん
の
ひ
と
月
ほ
ど
前
の
こ
と
。
そ
の
ハ
ヴ
エ
ル
の
著
作
、

『
イ
ン
ド
の
彫
刻
と
絵
画
」
(
一
九
O
八
)
は
、
「
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
イ
ン
ド
の
国
民
的
統
合
を
文
化
史
の
側
か

ら
支
援
し
擁
護
し
よ
う
と
す
る
。
学
術
書
の
体
裁
を
と
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
イ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
声
明
と
し
て
の
性
格
が
色

濃
く
宿
っ
て
い
る
。
そ
の
ハ
ヴ
エ
ル
の
イ
ン
ド
美
術
史
観
が
激
し
い
反
発
を
招
い
た
事
件
と
し
て
は
、
一
九
一

O
年
に
か
れ
が
ロ
ン
ド
ン

の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
で
行
っ
た
講
演
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
パ

l
ド
ウ
ッ
ド
卿
は
、
お
お
む
ね
イ
/
ド
文
化
に
た
い

し
て
好
意
的
で
理
解
も
あ
る
有
能
な
植
民
地
行
政
官
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
、
と
評
さ
れ
る
が
、
そ
の
か
れ
が
ハ
ヴ
エ
ル
の
イ
ン
ド
美
術

称
賛
の
講
演
に
激
怒
し
て
、
次
の
よ
う
な
「
暴
弓
一
己
を
弄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
お
よ
そ
い
や
し
く
も
美
術
と
呼
ぶ
に
樺
ら
れ
ぬ
、
か
の
理
想
の
、
い
ま
し
め
を
解
か
れ
、
情
熱
を
込
め
ら
れ
た
実
現
と
し
て
、
我
々

が
慈
し
ん
で
参
っ
た
も
の
の
な
か
に
、
わ
た
く
し
は
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
二
八
年
に
お
よ
ぶ
経
験
に
鑑
み
て
、
い
か
な
る
類
例
を
も
イ

ン
ド
に
お
い
て
見
い
だ
す
こ
と
は
、
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
」
o

ス
リ
ラ
ン
カ
の
ア
ヌ
ラ
ダ

l
プ
ラ
に
由
来
す
る
釈
迦
座
像
に
言
及
し

て
、
バ
ー
ド
ウ
ッ
ド
卿
は
さ
ら
に
続
け
て
言
う
。
「
こ
の
、
永
遠
に
固
定
さ
れ
た
姿
勢
の
無
意
味
な
似
像
は
、
霊
感
と
は
無
縁
の
真
銭
像

と
な
ん
ら
変
わ
ら
」
ず
、
「
朝
食
の
肉
入
り
プ
デ
ィ
ン
グ
だ
っ
て
、
象
徴
と
し
て
は
同
様
に
間
に
合
う
こ
と
だ
ろ
う
」

R
E
E
5
5
2
一

号
)
と
。
こ
れ
は
、
お
よ
そ
イ
ン
ド
に
美
術
の
名
に
値
す
る
よ
う
な
造
作
の
あ
る
こ
と
を
、
ま
つ
こ
う
か
ら
否
認
し
、
仏
像
教
義
の
結
蜘

扶
座
を
胃
潰
す
る
に
等
し
い
言
辞
だ
っ
た
。
さ
す
が
に
こ
の
「
暴
言
」
は
当
時
の
英
国
人
の
「
良
心
」
を
憤
慨
さ
せ
る
に
足
る
も
の
だ
っ

た
ら
し
く
、
プ
ル
ム
ズ
ベ
リ

i
・
グ
ル
ー
プ
の
美
術
評
論
家
、
ロ
ジ
ャ

l
・
フ
ラ
イ
二
八
六
六
|
一
九
三
四
)
を
は
じ
め
と
す
る
論
客
た

ち
は
、
パ

l
ド
ウ
ッ
ド
卿
の
発
言
に
抗
議
す
る
文
書
を
公
表
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
同
じ
フ
ラ
イ
が
、
同
じ
一
九
一

O
年
に
は
グ

ラ
フ
ト
ン
画
廊
で
、
「
マ
ネ
と
ポ
ス
ト
印
象
派
」
展
を
企
画
し
(
旬
。
呂
ヨ
官
2
5
2由
自
は
フ
ラ
イ
自
身
に
よ
る
発
案
の
新
語
と
見
ら
れ
る
)
、
セ

ザ
ン
ヌ
二
八
三
九
l

一九
O
六
)
か
ら
マ
テ
ィ
ス
(
一
八
六
九
|
一
九
五
四
)
に
至
る
フ
ラ
ン
ス
の
最
近
の
絵
画
を
展
示
し
て
、
英
国
「
良

識
派
」
の
美
術
愛
好
家
の
輩
楚
を
買
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
非
西
洋
の
文
物
を
「
美
術
」
の
一
員
と
し
て
認
知
す
る
か
否
か
の
判

断
が
、
古
典
主
義
的
な
美
的
判
断
に
反
旗
を
翻
す
、
野
獣
派
に
至
る
「
前
衛
」
擁
護
の
姿
勢
と
、
ま
さ
に
表
裏
一
体
に
形
成
さ
れ
て
い
た
、

と
い
う
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
の
文
化
状
況
も
、
納
得
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
ハ
ヴ
エ
ル
の
所
論
は
、
バ
ー
ド
ウ
ッ
ド
卿
の
よ
う
な
激
し
い
反
発
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
ハ
ヴ
エ
ル
の
論
法
は
、

パ
l
ド
ウ
ッ
ド
卿
の
よ
う
な
既
製
の
価
値
判
断
の
裏
を
か
く
二
重
の
戦
略
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
一
方
で
ハ
ヴ
エ
ル
は
、
結
蜘
扶
座
の

膜
想
の
姿
勢

B
Z官
邸
)
の
重
要
性
を
、
仏
教
図
像
学
の
立
場
か
ら
力
説
す
る
。
こ
の
図
像
は
グ
レ
コ
・
ロ
マ
ン
の
規
範
と
は
無
縁
で
あ

り
、
あ
く
ま
で
『
ヴ
ェ
ー
ダ
ン
タ
」
の
哲
学
に
立
脚
し
た
も
の
だ
、
と
訴
え
る
。
他
方
で
ハ
ヴ
エ
ル
は
、
イ
ン
ド
美
術
独
自
の
「
イ
ン
ド

性

(
F
E
Sロ
2
凹
)
」
な
る
観
念
を
持
ち
出
し
、
イ
ン
ド
外
部
か
ら
の
影
響
は
、
こ
れ
を
本
来
の
「
イ
ン
ド
性
」
か
ら
の
逸
脱
と
し
て
排
除

し
、
拒
絶
す
る
。
こ
れ
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
イ
ン
ド
を
評
価
す
る
の
に
、
も
っ
ぱ
ら
東
洋
の
理
想
を
も
っ
て
し
、
西
洋
の
規
範
を
退
け
る

こ
と
で
、
西
高
東
低
の
美
的
価
値
判
断
基
準
を
転
倒
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
バ
ー
ド
ウ
ッ
ド
卿
の
反
発
は
、
そ
の
意
味
で
は
、
ハ
ヴ
エ
ル

の
立
論
に
含
ま
れ
た
東
洋
優
位
論
の
「
毒
」
を
、
い
わ
ば
本
能
的
に
見
抜
い
た
、
西
洋
的
価
値
の
擁
護
論
だ
っ
た
、
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

ハ
ヴ
エ
ル
の
論
法
は
、
当
時
の
西
側
世
界
の
価
値
判
断
基
準
を
無
効
に
す
る
た
め
に
は
、
論
理
的
に
必
然
の
選
択
で
も
あ
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
戦
略
は
、
天
心
そ
の
人
の
発
言
を
も
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
「
東
洋
の
理
想
』
は
、
「
内
か
ら
の
勝
利
か
、
そ
れ
と
も
外
か
ら
の
強
大

な
死
か
三
月
5
4同

8
5
5
F
5
。
;
E
Z
q
号
E
F
P。
E
3
H
Z
E
)
」
と
結
ぼ
れ
て
い
た

(
C
Z
E
B
5
0
?
N
C
A
)
0
と
は
い
え
、
岡
倉
本

人
は
、
日
本
美
術
を
し
て
「
新
た
な
も
の
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
古
を
も
失
わ
ぬ
ア
ド
ヴ
ア
イ
タ
」
の
実
現
例
と
見
て
い
た
。
外
か
ら
移
入

し
た
「
新
た
な
も
の
」
に
は
、
イ
ン
ド
、
中
国
の
み
な
ら
ず
西
側
世
界
か
ら
の
影
響
も
含
ま
れ
る
(
そ
れ
ゆ
え
、
天
心
は
日
本
美
術
史
に
お
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い
て
、
列
島
外
か
ら
の
影
響
が
顕
著
な
、
飛
鳥
・
奈
良
仏
教
の
時
代
、
空
海
に
よ
る
密
教
移
入
の
時
代
、
室
町
の
茶
の
流
行
、
そ
し
て
洋
風
を
岨
噌
し
た

円
山
応
挙
を
高
く
評
価
す
る
)
。
と
す
れ
ば
、
『
東
洋
の
理
想
』
末
尾
の
警
句
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
日
本
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
む

し
ろ
、
イ
ン
ド
の
置
か
れ
た
政
治
的
現
状
に
こ
そ
対
応
す
る
も
の
、
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
さ
ら
に
、
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
で
一
九

O
四

年
に
行
っ
た
講
演
「
絵
画
に
お
け
る
現
今
の
諸
問
題
」
で
、
天
心
は
同
様
の
命
題
を
敷
桁
し
つ
つ
、
そ
れ
を
「
日
本
の
保
守
主
義
者
の
主

張
」
と
断
っ
た
う
え
で
、
こ
う
定
式
化
す
る
。
「
〔
文
明
の
〕
本
当
の
均
一
性
は
内
部
か
ら
の
実
現
で
こ
そ
あ
れ
、
外
部
の
物
事
の
寄
せ
集

め
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
」

(
C
E
E
E
E∞
少
〈
己

-
N
h吋
)
、
と
。
ハ
ヴ
エ
ル
の
所
論
が
、
こ
の
天
心
の
定
式
の
延
長
上
に
あ
る
の

は
明
ら
か
だ
。
イ
ン
ド
美
術
の
勝
利
は
、
イ
ン
ド
の
伝
統
の
中
核
に
あ
る
(
と
し
て
担
ぎ
だ
さ
れ
た
)
「
ヴ
ェ
ー
ダ
ン
タ
』
哲
学
に
よ
っ
て
、

そ
の
内
部
か
ら
粛
さ
れ
、
外
部
か
ら
の
影
響
は
、
有
害
に
し
て
危
険
な
も
の
と
し
て
、
排
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
ハ
ヴ
エ
ル
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
骨
格
だ
っ
た
の
だ
か
ら
。

ハ
ヴ
エ
ル
の
二
重
戦
略
の
必
然
的
帰
結
が
も
っ
と
も
鮮
明
に
現
れ
た
の
は
、
ガ
ン
ダ

l
ラ
の
仏
教
美
術
へ
の
否
定
的
評
価
で
あ
る
。
ハ

ヴ
エ
ル
に
先
行
す
る
学
者
た
ち
、
例
え
ば
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
フ
ァ

l
ガ
ス
ン
(
一
八
O
八
|
八
六
)
や
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ス
ミ
ス
(
後
出
)
ら

は
、
ガ
ン
ダ

l
ラ
彫
刻
を
イ
ン
ド
美
術
の
最
高
位
の
ひ
と
つ
と
し
て
高
く
評
価
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
そ
こ
に
ギ
リ
シ
ャ
・
ヘ
レ
ニ
ズ
ム

の
影
響
の
跡
が
、
否
定
し
が
た
く
刻
ま
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
グ
レ
コ
・
ロ
マ
ン
の
美
的
規
範
に
照
ら
し
て
も
、
ガ
ン
ダ

l
ラ
彫
刻
は
、
西

側
世
界
の
定
義
す
る
「
美
術
品
」
と
し
て
容
易
に
承
認
で
き
る
も
の
だ
っ
た
、
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
ハ
ヴ
エ
ル
は
「
イ
ン
ド
の
建
築
」

(
一
九
O
八
)
で
、
か
れ
に
先
立
つ
学
者
た
ち
が
、
「
も
っ
ぱ
ら
ヒ
ン
ド
ゥ

l
的
要
素
を
見
落
と
し
て
」
、
イ
ン
ド
美
術
を
ひ
た
す
ら
外
部

か
ら
の
影
響
の
堆
積
へ
と
還
元
し
、
「
そ
れ
ら
の
作
品
が
、
お
よ
そ
イ
ン
ド
と
は
何
ら
の
関
係
も
な
い
」
か
の
よ
う
に
論
ず
る
態
度
を

取
っ
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
激
し
く
攻
撃
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ハ
ヴ
エ
ル
自
ら
は
、
「
本
質
的
な
イ
ン
ド
性

(2印
g
g二
E
Eロ
ロ
今
回
印
)
」
な
る
概
念
を
提
唱
す
る
(
コ
ミ
己
ご

S
F
ロ
)
。
こ
れ
が
、
お
り
か
ら
の
ス
ワ
デ
シ
運
動
に
呼
応
し
て
い
る
こ

と
は
、
明
ら
か
だ
ろ
う
。
ハ
ヴ
エ
ル
の
「
イ
ン
ド
性
」
の
主
張
は
、
英
国
製
品
不
買
H

国
産
品
購
買
運
動
を
、
美
術
の
世
界
に
翻
訳
し
た
、

き
わ
め
て
政
治
的
な
言
葉
遣
い
だ
っ
た
こ
と
も
透
け
て
見
え
る
。

こ
の
よ
う
に
観
念
的
で
純
血
主
義
の
「
イ
ン
ド
性
」
を
唱
え
る
ハ
ヴ
エ
ル
は
、
『
イ
ン
ド
の
彫
刻
と
絵
画
」

(
一
九
O
八
)
に
お
い
て

勢
い
ガ
ン
ダ

l
ラ
の
ほ
と
ん
ど
の
仏
像
に
、
「
精
神
性
の
欠
知
」
を
認
め
、
そ
う
し
た
欠
点
を
「
ロ

l
マ
か
ら
の
影
響
」
ゆ
え
と
決
め
つ

け
る

2
2巳
ご
き
与
一
色
1
8
1
ガ
ン
ダ

i
ラ
を
ギ
リ
シ
ャ
と
結
び
付
け
て
言
祝
ぐ
そ
れ
ま
で
の
論
調
と
は
手
の
ひ
ら
を
返
し
、
ハ
ヴ
エ

ル
は
そ
う
し
た
外
か
ら
の
影
響
が
な
け
れ
ば
「
婁
術
は
も
っ
と
イ
ン
ド
的
に
な
り
、
も
っ
と
国
民
的
で
精
神
的
な
も
の
と
な
る
」
と
主
張

す
る
。
本
稿
は
、
な
に
も
こ
う
し
た
主
張
の
妥
当
性
の
如
何
を
論
じ
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
問
題
に
し
た
い
の
は
そ
う
し
た
独
断
的

修
辞
が
な
ぜ
戦
略
上
必
要
と
さ
れ
て
い
た
か
、
を
考
察
す
る
こ
と
だ
。
実
際
、
バ
ー
ド
ウ
ッ
ド
卿
の
ご
と
き
発
言
に
対
抗
し
て
、
グ
レ

コ
・
ロ
マ
ン
の
理
想
と
は
相
い
れ
な
い
美
的
価
値
を
擁
護
す
る
の
に
、
こ
れ
以
外
の
論
法
が
あ
り
え
た
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
、
ハ
ヴ
エ

ル
の
東
西
対
比
論
が
導
か
れ
る
。
日
く
「
イ
ン
ド
で
構
想
さ
れ
た
神
性
と
は
、
超
人
(
凹
毛

2
E
E
E
)
に
し
て
精
神
性
の
あ
る
身
体
と
い

う
観
念
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
結
馴
扶
座
の
膜
想
の
姿
勢

B
Z
P
E
)
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
る
」
、
こ
れ
に
対
し
て
グ
レ
コ
・
ロ
マ
ン
の
規

範
と
は
、
肉
体
的
・
物
質
的
で
あ
り
、
イ
ン
ド
的
な
精
神
性
と
は
折
合
い
が
つ
か
ず
、
害
悪
を
な
す
も
の
と
し
て
、
範
時
論
的
に
排
除
さ

れ
る
。グ

レ
コ
・
ロ
マ
ン
の
肉
体
性
と
イ
ン
ド
の
精
神
性
、
と
は
、
い
か
に
も
図
式
的
な
対
比
だ
が
、
当
時
の
欧
米
の
聴
衆
に
対
し
て
は
、
こ

う
し
た
説
明
の
仕
方
も
有
効
だ
っ
た
。
天
心
晩
年
の
、
ボ
ス
ト
ン
で
の
英
語
講
演
、
「
東
ア
ジ
ア
塞
術
に
お
け
る
自
然
」
(
一
九
一
一
)
を

見
ょ
う
。
冒
頭
で
天
心
は
、
東
洋
の
理
想
主
義
に
精
神
性
を
見
、
反
対
に
西
洋
の
写
実
主
義
が
物
質
的
だ
、
と
す
る
よ
う
な
単
純
な
決
め

つ
け
の
対
比
を
退
け
る
。
そ
れ
で
い
な
が
ら
、
天
心
は
末
尾
に
お
よ
ん
で
、
東
西
の
神
性
観
念
の
表
象
の
違
い
を
論
じ
、
西
洋
が
「
人
間

の
姿
を
理
想
化
し
よ
う
と
す
る
」
の
に
対
し
て
、
東
洋
で
は
「
超
人
の
神
性
」
を
定
義
す
る
の
に
「
人
な
ら
ぬ
も
の
(
口
。
ロ

-EE)
」
を
志

向
す
る
傾
向
が
あ
る
、
と
指
摘
す
る
(
天
心
は
こ
れ
を
「
抽
象
的
な
タ
イ
プ
」
で
は
な
い
、
と
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
米
、
「
抽
象
的
タ
イ
プ
な

ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
の
書
き
損
じ
で
は
あ
る
ま
い
か
)
。
漢
代
の
観
音
菩
薩
の
「
宙
に
舞
う
軽
々
と
し
た
優
美
な
様
式

(2q
三一
f
L

Z
g
q
)
」
に
、
天
心
は
イ
ン
ド
理
想
主
義

(-EEM
正
2
3
5
)
の
影
響
を
認
め
て
い
る

(
C
E
E
Z
E
E
-
〈♀・
N

一
Z
N
)

。
以
上
明
ら
か
な

よ
う
に
、
天
心
と
ハ
ヴ
エ
ル
に
は
共
通
し
て
、
こ
う
し
た
東
西
対
比
論
法
が
見
ら
れ
る
。
だ
が
そ
れ
は
当
時
の
東
西
美
学
比
較
論
の
い
わ

ば
常
套
と
な
る
定
数
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
て
、
は
た
し
て
天
心
と
ハ
ヴ
エ
ル
の
ど
ち
ら
が
そ
れ
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
か
、
と
問
う
て
も
、
あ

ま
り
意
味
は
な
い
だ
ろ
う
。

f議-
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「
ひ
と
つ
」
を
め
ざ
す
観
念
主
義

(
一
八
七
七

l
i
?

さ
て
、

ハ
ヴ
エ
ル
が
自
説
を
展
開
す
る
う
え
で
拠
り
所
と
し
た
の
が
、

ア
ナ
ン
ダ
・
ク

l
マ
ラ
ス
ワ

l
ミ

l

の
初
期
の
研
究
だ
っ
た
。

セ
イ
ロ
ン
に
生
ま
れ
、
青
年
期
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
過
ご
し
、

ロ
ン
ド
ン
大
学
で
学
ん
だ
ク
!
マ
ラ
ス
ワ

l

ミ

i
は
、
当
初
自
然
科
学
志
向
で
、
化
学
や
鉱
物
学
を
修
め
て
い
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
影
響
下
に
あ
っ
た
か
れ
は
、

ス
ワ
↓
ア
シ

運
動
の
高
揚
期
に
イ
ン
ド
に
戻
り
、
社
会
改
革
に
目
覚
め
る
。
後
年
は
、
文
法
学
お
よ
び
美
術
研
究
に
専
心
す
る
が
、

一
九

O
八
年
に
は

イ
ン
ド
美
術
を
一
本
に
束
ね
る
原
理
を
考
察
す
る
、

本
質
論
的
で
観
念
主
義
的

な
論
文
を
公
刊
し
て
い
た
。
「
イ
ン
ド
美
術

(
E
2
L
3
t
η
)
 

の
目
的
」

と
題
す
る
こ
の
論
文
で
、

ク
l
マ
ラ
ス
ワ

l
ミ

l
は
岡
倉
の

「
東
洋
の
理
想
」

か
ら
も
引
用
し
な
が
ら
、

こ
う
主
張
す
る
。

「
イ
ン
ド
の
あ
ら
ゆ
る
思
想
の
学
派
を
通
じ
て
、

あ
た
か
も
黄
金
の
糸
の
ご
と
く
、

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
の
根
底
的
な
理
想
主
義
た
る

『
ヴ
ェ
ー
ダ
ン
タ
」
が
一
本
貫
い
て
い
る
が
、

そ
れ
と
ち
ょ
う
ど
同
様
に
、

あ
ら
ゆ
る
イ
ン
ド
美
術
に
お
い
て
も
、

そ
の
目
も
肢
ま
ん
ば

か
り
の
多
様
性
の
下
に
は
、

ひ
と
つ
の
統
一
性
が
存
在
す
る
。
こ
の
一
本
に
束
ね
る
原
理

(SF『
ヨ
高
官
5
n
f
r
)
も
ま
た
観
念
主
義
で
あ

る
が
、

そ
れ
は
必
然
的
に
そ
う
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

と
い
う
の
も
イ
ン
ド
の
思
惟
の
綜
合
は
--， 

」

な
る
も
の
で
あ
っ
て

「多」

(円。。自白
E
2
5
H
H
4
5
。∞一回)。

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」

こ
こ
に
見
ら
れ
る

な
る
も
の
へ
の
志
向
が
、

天
心
の

「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」

と
共
鳴
し
、

ま
た
そ
れ
が
ニ
ヴ
エ
デ
ィ

l
タ
の

一一寸

」ー

「
序
文
」

は
無
論
、

そ
の
背
後
に
控
え
る
ヴ
ィ
ヴ
エ
カ

l
ナ
ン
ダ
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
タ
の
思
想
と
も
通
づ
る
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。

と
い
う
語
は
、

二
な
ら

こ
こ
で
天
心
自
身
の
自
註
を
引
い
て
お
こ
う
。
「
不
二
二
冗
(
ア
ド
ヴ
ァ
イ
タ
)
の
思
想
|
|
|
「
ア
ド
ヴ
ァ
イ
タ
」

ざ
る
状
態
を
意
味
し
、
存
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
は
、
外
観
は
多
様
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
実
際
に
は
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
う
、
偉
大
な
イ

ン
ド
の
教
義
に
適
用
さ
れ
る
名
前
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
全
宇
宙
が
す
べ
て
の
細
部
に
含
ま
れ
て
お
り
、

一
切
の
心
理
は
い
か
な
る
一
個

の
分
化
(
己
喜
一
二

5
2
3
5
5ロ)
の
中
に
も
発
見
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
べ
て
は
、

か
く
し
て
平

等
に
貴
い
も
の
と
な
る
」

(
C
E
E
E
S霊場〈。}・

HLN∞
)
。
個
に
全
体
が
映
じ
る
と
同
時
に
、
全
体
に
個
が
分
有
さ
れ
る
、

と
い
う
万
物

44t 

の
相
互
照
射
の
受
茶
羅
の
宇
宙
観
が
、
文
脈
に
よ
っ
て
伸
縮
自
在
の
動
き
を
み
せ
て
い
る
。
「
こ
な
る
思
想
が
、
天
心
に
あ
っ
て
は
ア

ジ
ア
全
体
の
比
聡
と
な
り
、
ク

l
マ
ラ
ス
ワ

l
ミ

l
に
あ
っ
て
は
イ
ン
ド
統
一
の
鍵
と
見
な
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
「
イ
ン
ド
美
術
の
目
的
」
に
見
ら
れ
る
ク

l
マ
ラ
ス
ワ

l
ミ

l
の
観
念
的
イ
ン
ド
観
を
利
用
し
な
が
ら
、
ハ
ヴ
エ
ル
は
一
九

一
一
年
に
は
「
イ
ン
ド
美
術
の
理
相
亡
、
と
題
す
る
書
物
を
上
梓
す
る
。
題
名
か
ら
も
、
天
心
の
『
東
洋
の
理
相
と
か
ら
の
直
接
の
感
化

は
明
白
だ
。
そ
こ
で
ハ
ヴ
エ
ル
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
立
場
を
な
お
い
っ
そ
う
明
確
に
し
て
ゆ
く
。
ハ
ヴ
エ
ル
の
主
張
の
基
本
は
、

「
考
古
学
的
な
ア
プ
ロ
ウ
チ
」
を
退
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
「
考
古
学
的
な
ア
プ
ロ
ウ
チ
」
こ
そ
が
、
か
の
ア
ヌ
ラ
ダ

l
プ
ラ
の
仏
像
に

「
グ
レ
コ
・
ロ
マ
ン
・
モ
デ
ル
の
堕
落
し
た
模
倣
」
と
い
っ
た
評
価
を
下
す
元
凶
だ
、
と
い
う
わ
け
だ
。
対
す
る
に
ハ
ヴ
エ
ル
は
、
イ
ン

ド
古
典
文
学
の
な
か
に
、
「
仏
教
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
共
通
す
る
理
想
の
起
源
と
、
そ
れ
が
イ
ン
ド
の
叙
事
詩
に
記
述
さ
れ
た
古
き
ア

l
リ

ア
人
種
の
英
雄
的
な
理
想
か
ら
波
及
す
る
さ
ま
」
を
認
め
る
。
と
と
も
に
ハ
ヴ
エ
ル
は
こ
の
本
で
、
い
か
に
イ
ン
ド
美
術
に
お
い
て

「
ヴ
ェ
ー
ダ
思
想
が
霊
感
と
な
っ
た
か
を
立
証
し
よ
う
と
努
め
」
、
こ
の
ヴ
ェ
ー
ダ
の
思
想
こ
そ
が
、
「
今
日
な
お
イ
ン
ド
に
お
け
る
生
活

全
般
の
雰
囲
気
に
染
み
込
ん
で
、
イ
ン
ド
美
術
を
発
生
さ
せ
る
衝
撃
否
認
可
E
H
E
m
-
E
吉
一
定
)
と
な
っ
て
い
る
」
も
の
だ
と
す
る

(
Z
Z
勾=

巴
口
一
己
ロ
ー
己
〈
)
。
こ
れ
は
美
術
史
研
究
と
い
う
よ
り
は
、
思
想
的
マ
ニ
フ
エ
ス
ト
と
い
っ
た
ほ
う
が
近
い
。

こ
の
理
想
主
義
的
イ
ン
ド
文
化
論
の
序
文
で
、
ハ
ヴ
エ
ル
は
、
こ
う
宣
言
す
る
。
直
観
的
な
方
法
論
を
良
し
と
す
る
点
で
、
自
分
は
天

心
と
意
見
を
同
じ
く
す
る
、
と
。
「
日
本
の
卓
越
し
た
批
評
家
に
し
て
、
「
東
洋
の
理
想
」
の
著
者
で
あ
る
オ
カ
ク
ラ
が
正
し
く
強
調
す
る

と
お
り
、
妻
術
や
哲
学
の
領
分
で
は
、
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
し
か
し
も
し
我
々
が
西
洋
の
分
析
的
な
方
法
を
適
用
し
て
ア
ジ
ア

の
美
学
に
評
釈
を
加
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
を
き
ち
ん
と
、
そ
し
て
完
壁
に
構
想
す
る
こ
と
は
け
っ
し
て
あ
り
え
な
い
の
で
あ

り
、
〔
:
:
:
〕
〔
こ
う
し
た
完
壁
な
理
解
を
得
る
に
は
〕
ア
ジ
ア
美
術
を
練
り
上
げ
た
あ
ま
た
の
偉
大
な
る
創
造
の
力
の
な
か
で
、
イ
ン
ド
の
哲

学
的
宗
教
が
果
た
す
重
要
性
を
悟
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」

(
Z印
〈
巳
二
百
円
ム
)
。
だ
が
、
こ
れ
は
い
さ
さ
か
ハ
ヴ
エ
ル
の
側
の
我
田

引
水
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
天
心
は
次
の
よ
う
な
皮
肉
な
観
察
を
し
て
い
た
か
ら
だ
。

た
ま
た
ま
同
じ
年
、
一
九
一
一
年
の
ボ
ス
ト
ン
で
の
講
演
、
「
東
洋
塞
術
鑑
識
の
性
質
と
価
値
」
に
お
い
て
、
天
心
は
イ
ン
ド
的
思
考

の
観
念
性
、
直
観
性
が
、
歴
史
的
な
塞
術
研
究
に
と
っ
て
は
障
害
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
む
し
ろ
ハ
ヴ
エ
ル
が
攻
撃
す
る
「
西
洋
的
分
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析
」
を
こ
そ
評
価
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
日
く
「
イ
ン
ド
で
は
、
人
々
は
歴
史
よ
り
も
哲
学
を
事
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
て
、
事
実
よ

り
も
観
念
を
弄
ぶ
が
ゆ
え
に
、
英
国
人
た
ち
は
イ
ン
ド
萎
術
の
歴
史
的
構
築
と
い
う
分
野
で
、
〔
イ
ン
ド
人
に
な
り
か
わ
り
〕
自
分
た
ち
が

先
鞭
を
つ
け
る
、
と
い
う
幸
運
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
」
、
と

(
C
E
E
2
5主
唱
〈
己

?
E
N
)
0
と
な
れ
ば
.
問
わ
れ
る

べ
き
は
、
は
た
し
て
そ
の
天
心
自
身
、
イ
ン
ド
滞
在
を
通
し
て
練
り
上
げ
た
東
洋
美
術
を
巡
る
思
念
に
あ
っ
て
、
観
念
と
事
実
、
哲
学
と

歴
史
と
の
、
ど
ち
ら
に
重
き
を
置
く
傾
向
を
呈
し
て
い
た
の
か
、
と
の
問
い
で
あ
ろ
う
。

4 

ア
ジ
ア
的
理
想
の
自
己
主
張
と
そ
の
限
界

こ
の
間
い
に
答
え
を
得
る
た
め
に
、
こ
こ
で
三
人
目
の
イ
ン
ド
美
術
研
究
者
に
登
場
を
願
う
こ
と
に
な
る
。
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ス
ミ
ス

(
一
八
四
八
|
一
九
二
O
)
は
、
同
じ
く
一
九
一
一
年
に
、
浩
翰
に
し
て
学
術
的
な
『
イ
ン
ド
と
セ
イ
ロ
ン
の
美
術
史
』
を
発
刊
し
て
い
る
。

英
文
で
は

E

〉

Z
5
0
4
3
と
不
定
冠
詞
を
戴
い
た
控
え
め
な
題
名
な
が
ら
、
著
者
一
生
涯
の
学
問
的
精
進
を
結
集
し
た
決
定
版
、
と
い
っ

て
さ
し
っ
か
え
な
い
。
こ
れ
に
先
行
す
る
著
作
で
は
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ス
ミ
ス
も
ガ
ン
ダ

l
ラ
彫
刻
に
「
グ
レ
コ
・
ロ
マ
ン
の
顕
著
な

影
響
」
を
認
め
、
そ
れ
を
「
今
日
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
限
り
で
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
造
形
妻
術
の
最
良
の
作
例
」
と
評
価
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
一
九
一
一
年
の
出
版
で
か
れ
は
そ
う
し
た
従
来
の
見
解
を
改
め
、
「
国
民
主
義
的
」
な
最
近
の
傾
向
へ
目
配
せ
し
て
、
軌
道
修
正

を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
ア
ナ
ン
ダ
・
ク

l
マ
ラ
ス
ワ

l
ミ
l
や
ア

l
ネ
ス
ト
・
ピ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ハ
ヴ
エ
ル
の
見
解
と
の
妥
協
・

綜
合
を
試
み
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
本
で
ス
ミ
ス
は
、
こ
う
し
た
国
民
主
義
的
な
イ
ン
ド
妻
術
再
解
釈
に
歩
み
寄
り
を
見
せ
な
が
ら

も
、
(
期
待
に
反
し
て
)
こ
の
系
譜
の
な
か
で
、
天
心
を
肯
定
的
に
取
り
上
げ
は
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
「
オ
カ
ク
ラ
の
著
書
」
、

す
な
わ
ち
『
東
洋
の
理
想
」
と
は
、
ま
つ
こ
う
か
ら
対
立
す
る
こ
と
辞
さ
な
い
、
と
い
う
姿
勢
を
あ
ら
わ
に
す
る
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど

う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
本
稿
著
者
の
考
え
と
し
て
は
、
こ
の
対
立
に
こ
そ
、
「
東
洋
美
術
史
」
と
い
う
観
念
(
E
g
)
あ
る
い
は
理
想

(
E
g
r
)
の
構
築
に
お
い
て
、
天
心
の
果
た
し
た
役
割
の
核
心
ー
l
可
能
性
と
と
も
に
限
界
ー
ー
が
宿
っ
て
い
る
。

争
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ま
ず
ス
ミ
ス
の
天
心
批
判
を
見
て
お
こ
う
。
「
あ
る
日
本
人
の
著
者
は
次
の
よ
う
な
お
か
し
な
結
論
に

至
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
「
ガ
ン
ダ
!
ラ
の
作
品
そ
の
も
の
を
、
よ
り
深
く
、
よ
り
ゆ
た
か
な
情
報
の
助
け
を
得
て
研
究
し
た
な
ら
ば
、
そ

こ
に
は
ギ
リ
シ
ャ
よ
り
も
む
し
ろ
シ
ナ
の
影
響
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
が
、
将
来
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
」
、
と
い
う
の
で
あ
る
」

3
5
F

S
Z
・足。
1
5
P
ぇ
・
0
-
E
r
g
-
き
?
芯
-
S
な
お
こ
こ
で
岡
倉
の
念
頭
に
あ
る
J
E
R
出
ぺ
と
は
漢
代
の
こ
と
)
。
ス
ミ
ス
が
適
切
に
指
摘
す
る

と
お
り
、
こ
の
天
心
の
「
乱
暴
な
決
め
つ
け
(
『
g
y
g∞
2
5ロ
)
」
は
、
よ
く
し
て
も
せ
い
ぜ
い
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
妻
術
的
理
想
に
対
抗
し

て
な
さ
れ
た
、
ア
ジ
ア
的
理
想
に
よ
る
自
己
主
張
の
、
雪
辱
の
試
み

(
E
2
3宮
E
i
E
5
5ロ
。
ご

z
n
F
5
;『
〉
日

E
青
山
田
山
宮
口
印
H

F
B宮
B
E
E
g
r
)
」
と
で
も
評
す
る
し
か
あ
る
ま
い
。
天
心
が
海
外
で
時
々
あ
ら
わ
に
す
る
、
い
さ
さ
か
神
経
症
め
い
た
、
「
東
洋
の

自
己
主
張
」
が
、
こ
こ
で
は
勇
み
足
の
強
弁
、
伝
播
を
遡
る
無
理
な
こ
じ
つ
け
に
な
っ
て
い
る
。

井
上
章
一
の
「
法
隆
寺
へ
の
精
神
史
』
は
、
ガ
ン
ダ

l
ラ
美
術
評
価
史
の
洗
い
直
し
作
業
に
も
先
鞭
を
つ
け
た
貴
重
な
仕
事
だ
が
、
そ

こ
で
井
上
は
、
天
心
の
こ
の
一
節
を
「
無
茶
」
で
「
思
わ
ず
筆
が
す
べ
っ
て
し
ま
っ
た
」
も
の
と
評
し
て
い
る
(
井
上
一
九
九
四
二
七

七
l

一
七
八
)
。
だ
が
そ
こ
に
は
む
し
ろ
、
ス
ミ
ス
も
示
唆
す
る
よ
う
に
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
塞
術
的
理
想
」
に
特
有
の
先
入
観
に
「
対
抗

し
て
な
さ
れ
た
」
、
東
ア
ジ
ア
側
か
ら
の
、
ほ
と
ん
ど
機
械
的
と
い
っ
て
よ
い
、
あ
る
種
の
条
件
反
射
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
た

し
か
に
、
ガ
ン
ダ

l
ラ
彫
刻
を
、
そ
れ
よ
り
後
代
の
中
国
の
仏
像
と
の
類
似
性
で
説
明
す
る
の
で
は
、
時
代
錯
誤
も
甚
だ
し
い
。
ま
し
て

や
漢
代
の
中
国
二
世
紀
)
が
ガ
ン
ダ

l
ラ
美
術
(
一
二
世
紀
)
に
影
響
を
与
え
た
と
す
る
説
は
、
こ
の
後
の
美
術
史
研
究
か
ら
は
問
題

外
と
さ
れ
て
ゆ
く
。
だ
が
天
心
は
(
先
に
見
た
と
お
り
)
晩
年
に
至
る
ま
で
漢
代
中
国
に
、
仏
教
の
み
な
ら
ず
仏
像
の
伝
播
を
も
想
定
し
て

い
た
。
と
す
れ
ば
、
天
心
の
「
錯
誤
」
は
、
逆
に
仏
像
製
作
の
年
代
決
定
が
、
「
東
洋
の
理
想
』
出
版
以
降
一

O
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
、

い
か
に
進
捗
し
た
か
を
示
す
事
例
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
こ
の
時
期
の
ハ
ヴ
エ
ル
や
ク

l
マ
ラ
ス
ワ

l
ミ
ー
に
も
ま
た
、
グ

レ
コ
・
ロ
マ
ン
へ
の
対
抗
上
、
東
ア
ジ
ア
美
術
の
す
べ
て
を
イ
ン
ド
哲
学
の
伝
播
と
し
て
説
明
し
尽
く
そ
う
と
す
る
、
汎
イ
ン
ド
主
義
と

で
も
言
う
べ
き
傾
向
が
目
立
つ
。
イ
ン
ド
文
明
の
基
礎
に
『
ヴ
ェ
ー
ダ
ン
タ
」
を
持
ち
出
す
発
案
は
、
天
心
が
「
シ
ナ
」
を
持
ち
出
し
た

の
と
五
十
歩
百
歩
、
と
も
に
「
近
代
に
お
け
る
伝
統
の
発
明
」
の
一
齢
、
と
評
す
べ
き
だ
ろ
う
。
学
問
上
の
勇
み
足
を
も
辞
さ
な
い
蛮
勇

を
誘
っ
た
「
国
民
主
義
的
」
心
情
に
こ
そ
、
当
時
の
知
識
人
た
ち
の
「
精
神
史
」
の
実
態
が
浮
彫
り
に
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

九話-圃
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相官

と
ま
れ
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ス
ミ
ス
の
い
さ
さ
か
冷
笑
的
な
次
の
よ
う
な
評
価
は
、
天
心
の
占
め
る
学
術
史
的
な
位
置
と
、
そ
の
政
治

的
な
射
程
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
と
骨
が
ら
み
の
限
界
を
も
、
冷
徹
に
見
定
め
て
い
た
も
の
、
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
「
オ
カ
ク
ラ
の
こ
の

乱
暴
な
決
め
つ
け
は
、
か
れ
の
本
が
一
部
で
得
た
注
目
の
た
め
、
と
い
う
の
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
敢
え
て
こ
こ
で
言
及
す
る
に
値
す
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
、
と
。
こ
こ
に
は
、
天
心
の
著
作
が
、
こ
の
後
学
問
と
し
て
の
美
術
史
の
世
界
か
ら
は
、
時
代
遅
れ
の
著

述
と
し
て
、
用
済
み
の
熔
印
を
押
さ
れ
、
無
視
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
有
り
様
、
が
、
予
見
さ
れ
て
い
る
。
天
心
自
身
、
そ
の
晩
年
に
は
、

「
東
洋
の
理
想
』
の
美
術
史
的
な
記
述
の
細
部
に
は
、
も
は
や
妥
当
し
な
い
点
の
多
い
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
。
そ
し
て
ア
ジ
ア
の
国
々

と
の
連
帯
感
を
謡
う
思
想
的
な
宣
言
の
部
分
の
み
が
問
題
と
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
は
、
思
想
史
の
立
場
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
近
代
日
本
の
ア

ジ
ア
主
義
の
危
険
な
兆
候
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
否
定
的
な
評
価
に
晒
さ
れ
て
き
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。

だ
が
、
果
た
し
て
天
心
の
東
洋
美
術
構
想
は
、
学
問
繁
明
期
の
未
成
熟
さ
ゆ
え
に
、
観
念
を
事
実
に
先
行
さ
せ
た
も
の
だ
っ
た
の
か
。

「
東
洋
の
理
想
」
は
、
哲
学
的
言
明
の
た
め
に
、
歴
史
学
的
正
確
さ
を
犠
牲
に
し
、
そ
の
た
め
天
心
晩
年
に
は
、
す
で
に
美
術
史
学
的
に

は
歴
史
的
使
命
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
た
、
と
結
論
づ
け
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
天
心
解
釈
が
い
か
に
し

て
登
場
し
、
支
配
的
な
言
説
と
し
て
流
通
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
の
背
景
を
探
っ
て
み
た
い
。
東
洋
美
術
史
構
想
の
立
役
者
と
し
て
の
天

心
像
は
、
い
か
に
し
て
ア
ジ
ア
主
義
者
と
し
て
の
天
心
像
へ
と
様
変
わ
り
し
た
の
か
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
力
学
が
働
い
た
の

か
。
そ
こ
で
、
次
に
簡
単
に
取
り
上
げ
た
い
の
が
、
瀧
精
一
、
伊
東
忠
太
、
大
村
西
崖
と
い
う
、
天
心
の
次
世
代
に
属
す
る
三
人
訓
一
人
物

で
あ
る
(
な
お
、
思
想
史
な
論
点
に
関
し
て
は
、
天
心
没
後
の
一
九
三
八
年
に
「
東
洋
の
覚
醒
」
と
し
て
出
版
さ
れ
た
草
稿
を
め
ぐ
る
別
稿
に
譲
る

)

O

5 

岡
倉
天
心
と
そ
の
後
継
者
た
ち

『
園
華
」

は
一
八
八
九
年
に
岡
倉
天
心
が
創
刊
し
た
美
術
雑
誌
だ
が
、

一
九

O
O年
に
瀧
精
一

(
一
八
七
三
!
一
九
四
五
)
は
そ
の
編
集

責
任
者
と
な
り
、
以
降
、

そ
の
死
の
年
ま
で
こ
の
雑
誌
の
舵
取
り
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
一
四
年
に
東
京
帝
国
大
学
に
設
け
ら
れ
た

美
術
史
講
座
の
最
初
の
教
授
に
任
命
さ
れ
る
瀧
は
、
美
術
史
学
科
の
創
設
者
と
し
て
、

さ
ら
に
は
帝
国
学
士
院
会
員
と
し
て
、

世
俗
的
に

は
日
本
の
美
術
史
研
究
の
最
高
位
を
我
が
も
の
と
し
て
生
涯
を
終
え
る
。
そ
の
瀧
は
一
九
一
六
年
か
ら

『
園
華
』
誌
上
な
ど
を
中
、
レ
に
、

近
年
の
ガ
ン
ダ

i
ラ
美
術
の
評
価
の
変
貌
を
取
り
上
げ
た
、

大
正
六
(
一
九

一
連
の
論
文
を
掲
載
す
る
。

と
り
わ
け

『
書
画
骨
董
雑
誌
」

一
七
)
年
一

一
月
号
「
健
駄
羅
妻
術
の
批
判
に
就
い
て
」

は
、
学
会
内
部
で
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
論
文
と
さ
れ
る
。

そ
こ
で
瀧
は
と

り
わ
け

「
ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ
、

ハ
ベ
ル
」

の
業
績
に
言
及
し
、

こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
か
や
う
に
欧
州
の
学
者
間
に
は
、

健
駄
羅
塞
術
を

褒
め
る
方
が
甚
だ
盛
ん
で
あ
っ
た
所
が
、
近
年
に
な
っ
て
傾
向
が
少
し
く
変
わ
っ
て
来
て
、
寧
ろ
健
駄
羅
塞
術
は
印
度
に
於
け
る
最
上
の

妻
術
と
は
認
め
る
事
が
出
来
な
い
。
其
の
妻
術
は
之
を
審
観
す
る
と
、

案
外
に
価
値
の
な
い
者
で
、
印
度
に
は
そ
れ
以
外
の
者
で
、

に
勝
っ
た
立
派
な
固
有
の
妻
術
が
あ
り
と
云
ふ
説
を
為
す
学
者
が
出
て
来
た
」
(
瀧

一
九
一
七
一

一
ー
ー
さ
。
瀧
は
こ
の
傾
向
を

「
新
ナ
シ

ヨ
ナ
リ
ス
ト
」

と
名
付
け
、
近
年
そ
れ
が
、

か
つ
て
支
配
的
で
あ
っ
た
グ
レ
コ
・
ロ
マ
ン
中
心
の
見
方
に
取
っ
て
替
わ
る
趨
勢
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
瀧
精
一
は
、
自
分
の
先
駆
で
あ
り
、

言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
先
立
ち
一
九
一
六
年
に

「
圃
華
」

の
創
刊
者
で
も
あ
る
天
心
に
は
、
こ
こ
で
は
一
切

『
園
華
』

に
発
表
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
論
文
、

「
印
度
塞
術
の
東
亜
に
及
ぼ
せ
る
影

響
に
就
い
て
」

で
は
、
瀧
は
天
心
に
二
百
触
れ
、

「
岡
倉
氏
の
無
謀
な
る
主
張
に
は
耳
を
傾
く
る
の
要
な
け
れ
ど
も
、

氏
の
著
書
が
東
洋

主
義
の
主
張
を
な
す
も
の
と
し
て
有
力
と
認
め
ら
れ
た
る
も
の
な
る
故
に
黙
過
し
が
た
し
と
云
へ
り
」
(
瀧

一
九
一
六
一
二
三
四
)
、

評
価
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
一
文
、

既
に
引
用
し
た
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ス
ミ
ス
の
文
言
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
瀧
は
ス
ミ
ス
の
権
威
を
嵩
に

着
て
、

先
輩
た
る
天
心
の
信
頼
性
を
庇
め
る
手
段
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
瀧
が
東
京
帝
国
大
学
美
術
史
講
座
教
授
に
就
任
す
る
一
年
前
の
一
九
二
二
年
に
、

華
」
は
、
当
然
そ
の
創
刊
者
の
追
悼
記
事
を
掲
載
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、

い
っ
て
よ
い
文
章
が
、

天
心
は
病
没
し
て
い
た
。

そ
の
直
後
の
「
圏

実
際
に
は
雑
録
欄
に
、
次
の
よ
う
な
日
本
美
術
院
誹
詩
、
と

無
記
名
で
掲
載
さ
れ
た
。

(
本
論
冒
頭
で
も
触
れ
た
)
「
二
十
世
紀
初
頭
の
仏
蘭
西
に
起
っ
た
後
印
象
派
」
の
「
革
命

的
思
想
」

に
言
及
し
た
こ
の
雑
録
は
、

そ
れ
に
続
け
て
、

日
本
に
お
け
る
同
類
の
事
件
と
し
て
、

日
本
美
術
院
に
言
及
す
る
。
「
憶
ふ
に

こ
の
派
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
新
運
動
は
可
な
り
の
広
大
な
波
動
を
起
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
世
間
か
ら
は
践

美
術
院
の
出
来
た
当
時
、

鵬
程
と
い
ふ
瑚
笑
的
名
称
を
以
て
迎
へ
ら
れ
た
。
其
の
失
敗
の
誠
一
は
明
白
で
あ
る
」
云
々
。

い
う
ま
で
も
な
く
、

日
本
美
術
院
は
、
東
京

88 
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「

美
術
学
校
を
追
わ
れ
た
天
心
を
慕
っ
た
、
横
山
大
観
、
下
村
観
山
、
菱
田
春
草
ら
が
集
っ
て
な
っ
た
私
立
の
機
関
で
あ
り
、
賎
臨
体
と
い

う
新
画
風
の
提
唱
者
も
、
ほ
か
な
ら
ぬ
天
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
日
本
画
の
革
命
」
が
、
こ
の
記
事
で
は
西
洋
画
と
の
「
奇
怪
な
る
握

手
」
と
-
評
さ
れ
、
そ
れ
は
「
つ
い
に
何
等
の
結
果
を
も
粛
さ
な
ん
だ
」
の
み
な
ら
ず
、
「
日
本
画
は
滅
び
た
、
同
時
に
洋
画
も
滅
び
た
」

と
酷
評
さ
れ
る
。
か
か
る
実
験
が
「
惜
し
い
失
敗
」
に
終
わ
っ
た
の
も
「
当
然
で
あ
る
」
と
の
見
解
で
、
こ
の
記
事
は
締
め
く
く
ら
れ
て

い
る
(
『
園
華
」
一
九
一
三
一
一
一
五
1

一
二
ハ
)
。

こ
の
中
傷
記
事
の
掲
載
は
当
然
、
編
集
長
、
瀧
精
一
の
認
可
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
ほ
か
な
ら
ぬ
瀧
自
身
が
こ
の
「
怪
文
書
」

を
執
筆
し
た
疑
い
も
濃
厚
と
な
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
は
、
『
園
華
』
が
そ
の
紙
面
を
使
っ
て
、
創
刊
者
た
る
岡
倉
天
心
を
公

の
場
所
で
否
認
し
よ
う
と
す
る
、
き
わ
め
て
意
図
的
な
振
舞
い
に
出
た
こ
と
を
、
は
っ
き
り
公
言
し
た
も
の
、
と
い
っ
て
構
わ
な
い
。
そ

れ
に
追
討
ち
を
か
け
た
の
が
、
『
書
画
骨
董
雑
誌
』
(
先
述
)
に
み
え
た
ガ
ン
ダ

l
ラ
に
関
す
る
瀧
の
署
名
記
事
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
美
術

史
家
と
し
て
の
岡
倉
天
心
の
信
窓
性
そ
の
も
の
を
、
学
問
の
名
に
よ
っ
て
掘
り
崩
す
意
図
が
、
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら

雑
誌
「
園
華
』
そ
の
も
の
も
、
徐
々
に
同
時
代
の
美
術
界
の
事
件
か
ら
は
関
心
を
薄
め
て
ゆ
き
、
次
第
に
古
美
術
作
品
鑑
定
の
た
め
の
最

も
権
威
あ
る
学
術
的
研
究
誌
と
し
て
の
色
彩
を
強
め
て
ゆ
く
口
い
さ
さ
か
握
い
話
だ
が
、
日
本
に
お
け
る
美
術
史
学
の
確
立
は
、
い
わ
ば

岡
倉
天
心
の
死
後
の
失
権
と
軌
を
一
に
し
て
進
行
し
て
い
っ
た
。

次
に
建
築
史
へ
と
視
点
を
移
す
。
伊
東
忠
太
(
一
八
六
七
|
一
九
五
四
)
は
、
日
本
に
お
け
る
建
築
史
研
究
の
草
分
け
と
い
っ
て
よ
く
、

帝
国
大
学
工
科
学
科
造
家
学
科
の
創
立
期
の
卒
業
生
、
そ
し
て
(
後
の
)
日
本
建
築
学
会
の
創
設
者
の
ひ
と
り
で
も
あ
る
。
そ
の
伊
東
忠

太
は
、
一
九

O
O
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
際
し
て
、
町
民
ミ
。
ミ
与
む
立
九
段
缶
、

S
の
執
筆
に
参
画
す
る
o
E
・
ト
ロ
ン
ク
ワ
に
よ

る
フ
ラ
ン
ス
語
訳
で
出
版
さ
れ
た
同
書
は
、
日
本
が
公
式
に
編
纂
し
た
最
初
の
『
日
本
美
術
史
』
o

総
責
任
者
は
、
博
覧
会
臨
時
事
務
局

事
務
官
長
、
林
忠
正
(
一
八
五
六
|
一
九
O
六
)
、
序
文
は
帝
室
博
物
館
館
長
、
九
鬼
隆
一
二
八
五
二
一
九
三
一
)
の
執
筆
で
あ
り
、
岡

倉
覚
三
も
、
東
京
美
術
学
校
校
長
辞
任
事
件
と
の
関
連
で
職
責
を
離
れ
る
ま
で
は
、
実
質
上
の
編
集
責
任
者
だ
っ
た
。
伊
東
は
こ
の
出
版

の
建
築
部
門
の
担
当
執
筆
者
と
し
て
、
天
心
を
補
佐
す
る
位
置
に
あ
っ
た
。

伊
東
は
学
部
卒
業
論
文
以
来
、
法
隆
寺
の
エ
ン
タ
シ
ス
や
建
築
様
式
に
、
杭
臨
の
影
響
を
想
定
す
る
一
群
の
人
々
の
ひ
と
り
と
し
て
記

憶
さ
れ
て
い
る
。
一
九

O
二
年
に
は
中
国
東
北
部
に
旅
行
し
て
、
雲
両
の
石
窟
を
調
査
し
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
の
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
が
ガ
ン

ダ
l
ラ
に
影
響
を
与
え
、
そ
れ
が
東
漸
し
て
北
貌
様
式
の
仏
像
を
介
し
て
(
朝
鮮
半
島
経
緯
で
)
、
つ
い
に
は
日
本
に
ま
で
到
達
し
て
い
る
、

と
の
認
識
を
新
た
に
し
た
。
こ
の
経
路
は
、
当
時
フ
エ
ノ
ロ
サ
が
唱
え
て
い
た
、
長
安
経
由
の
日
本
東
漸
説
と
は
対
立
す
る
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
伊
東
忠
太
は
、
天
心
の
肝
入
り
も
あ
っ
て
一
九

O
二
年
に
は
カ
ル
カ
ッ
タ
を
訪
ね
、
タ
ゴ
!
ル
兄
弟
と
も
接
触
し
て
い
る
が
、
天
心

に
つ
い
て
は
、
「
予
の
見
た
る
岡
倉
覚
三
氏
」
に
、
こ
ん
な
感
想
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
「
氏
自
ら
も
世
間
も
氏
を
以
て
学
者
と
は
認

め
な
か
っ
た
様
で
あ
る
が
、
学
問
の
頗
る
該
博
で
あ
り
、
識
見
に
至
て
は
実
に
高
遁
で
あ
っ
た
。
〔
:
:
:
〕
但
材
料
の
組
織
が
未
だ
科
学

的
に
整
て
居
ら
ぬ
様
に
思
は
れ
る
が
、
勿
論
こ
れ
は
追
ひ
追
ひ
大
成
せ
ら
れ
る
成
案
が
有
た
の
で
あ
ら
う
。
〔
:
:
:
〕
要
す
る
に
氏
の
学

問
は
所
謂
学
究
的
で
は
な
い
。
微
に
亙
り
、
細
部
に
入
り
考
証
三
昧
に
憂
身
を
饗
す
る
流
で
は
無
い
。
只
紛
々
た
る
事
物
を
綜
合
し
て
大

綱
を
組
織
す
る
と
云
ふ
造
り
方
で
あ
る
」
、
云
々
(
伊
東
一
九
一
三
)

0

伊
東
忠
太
自
身
が
、
は
た
し
て
「
学
究
的
」
と
認
め
得
る
か
否
か

は
、
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
が
、
先
輩
へ
の
礼
は
失
し
な
い
配
慮
を
し
な
が
ら
も
、
伊
東
忠
太
が
、
自
分
と
天
心
と
の

差
を
そ
れ
と
な
く
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
い
。

さ
て
一
九

O
八
年
、
前
述
の
仏
文
『
日
本
美
術
史
」
の
日
本
語
版
た
る
「
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
記
』
は
、
紀
淑
雄
を
主
幹
と
し
て
改

訂
さ
れ
る
。
細
部
の
内
容
の
増
補
を
別
と
し
て
、
こ
こ
に
は
ひ
と
つ
た
い
へ
ん
目
に
つ
く
改
編
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
一

九
O
八
年
版
で
は
、
建
築
の
部
が
、
伊
東
の
責
任
執
筆
と
し
て
、
そ
れ
以
外
の
第
一
部
と
は
切
り
離
さ
れ
て
、
別
個
だ
て
に
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
一
九

O
O
年
の
出
版
に
あ
っ
て
は
、
建
築
も
同
時
代
の
そ
れ
以
外
の
美
術
・
装
飾
工
萎
の
分
野
の
最
後
に
、
時
代
ご
と
に
分
け

て
配
列
さ
れ
て
い
た
。
時
代
区
分
を
初
め
て
日
本
美
術
史
の
記
述
に
組
み
入
れ
た
の
は
天
心
だ
が
、
い
わ
ば
フ
エ
ノ
ロ
サ
経
由
の
俗
流

ヘ
l
ゲ
ル
主
義
的
な
「
時
代
精
神
」
の
図
式
、
個
々
の
時
代
の
有
機
的
な
関
連
と
性
格
づ
け
と
が
、
こ
の
公
式
『
日
本
美
術
史
」
で
も
重

視
さ
れ
て
い
た
(
木
下
一
九
九
九
、
武
藤
二
0
0
0
)
口
と
こ
ろ
が
、
伊
東
は
そ
う
し
た
天
心
の
構
想
に
は
っ
き
り
と
反
旗
を
翻
し
、
建
築

史
を
ほ
か
の
分
野
か
ら
独
立
さ
せ
、
同
時
代
的
な
関
連
の
替
わ
り
に
、
建
築
独
自
の
発
達
段
階
と
い
う
、
時
間
軸
に
沿
っ
た
縦
の
流
れ
を

優
先
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
現
在
に
至
る
ま
で
、
欧
米
諸
外
国
で
は
美
術
史
と
建
築
史
と
は
隣
接
し
た
学
科
で
あ
る
の
に
、
日
本
で
は
、

両
者
は
出
発
点
か
ら
(
今
日
の
名
称
な
ら
ば
)
文
学
部
美
術
史
講
座
と
工
学
部
建
築
学
科
と
に
分
離
し
て
い
る
。
そ
の
分
離
を
、
日
本
に
お
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守咽

け
る
準
公
式
の
美
術
史
記
述
に
お
い
て
も
認
知
さ
せ
る
と
い
う
、

い
わ
ば
建
築
史
の
分
離
・
独
立
宣
言
が
、

こ
こ
で
伊
東
に
よ
っ
て
、
明

「
分
離
」
は
、
天
心
没
後
三
年
の

92 

確
に
自
分
の
名
前
を
刻
み

h

」
む
形
で
な
さ
れ
た
、

と
見
て
も
言
い
過
、
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の

一
九
二
ハ
年
に
、
帝
室
博
物
館
蔵
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
廉
価
版
で
も
、

維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

最
後
に
東
洋
美
術
史
の
分
野
に
触
れ
て
お
こ
う
。
こ
こ
で
当
然
言
及
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
が
、
大
村
西
崖

か
つ
て
は
天
心
の
忠
実
の
仲
間
で
あ
っ
た
西
崖
は
、
福
地
復
一

(
一
八
六
八
l

一
九
二
七
)
。

(
一
八
六
二
ー
ー
一
九
O
九
)
ら
の
画
策
に
よ
る
東
京
美
術
学
校
か
ら
の
天
心

追
放
(
一
八
九
八
)
で
は
福
地
陣
営
に
就
い
て
、

美
術
学
校
に
残
る

(
吉
田

一
九
九
一
、

一
九
九
四
)
。
美
術
学
校
の
生
徒
監
な
ど
も
歴
任
す

る
西
崖
は
、

一
八
九
九
年
か
ら
一
九

O
八
年
に
お
よ
ぶ

『
審
美
大
観
』
全
二

O
巻
の
編
纂
(
図
版
選
択
一
今
泉
雄
作
、
邦
文
解
説
一
藤
井
宣
正
、

欧
文
解
説
一
高
楠
順
次
郎
)
に
参
与
し
た
の
に
続
い
て
、
一
九

O
八
年
か
ら
一
八
年
に
か
け
て
は
、
今
度
は
お
な
じ
審
美
書
房
刊
行
の
「
東

一
五
巻
の
編
纂
主
幹
を
勤
め
上
げ
る
。
膨
大
な
数
の
コ
ロ
タ
イ
プ
版
白
黒
写
真
に
、
木
版
多
色
刷
り
に
よ
る
高
品
質
の
図

洋
美
術
大
観
』

版
を
添
え
た
、

文
字
通
り
記
念
碑
的
な
規
模
の
出
版
は
、

日
本
に
お
け
る
東
洋
美
術
研
究
の
水
準
を
誇
示
す
る
と
と
も
に
、

ま
た
東
洋
美

術
史
研
究
に
お
い
て
扱
う
べ
き
作
品
の
大
要
を
決
定
し
た
史
料
編
集
と
し
て
、
今
日
に
至
る
影
響
力
を
発
揮
し
て
い
る

(
村
角

一
九
九

八)。ま
た
東
洋
学
者
と
し
て
も
、

大
村
西
崖
の
名
声
は
ほ
と
ん
ど
伝
説
的
と
い
っ
て
よ
い
。

「
支
那
美
術
彫
塑
編
』

(
一
九
一
五
)
は
古
典
と

し
て
今
に
名
を
残
す
。
瀧
精
一
の
嫉
妬
ゆ
え
か
、
博
士
号
授
与
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
、

と
の
風
説
を
矢
代
幸
雄
は
伝
え
る
が
(
矢

ft 

一
九
五
四
)
、

こ
の
一
件
に
か
え
っ
て
発
奮
し
た
も
の
か
、

西
崖
は
つ
い
で
五
巻
か
ら
な
る

『
密
教
発
達
志
』

(
一
九
一
八
)
を
中
文
で

た
と
い
う
。

も
っ
と
も
信
頼
で
き
る
教
科
書
、
参
考
書
と
し
て
の
評
価
を
失
わ
ず
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

に
至
る
ま
で
版
を
重
ね
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
と
作
品
情
報
の
集
積
と
管
理
に
関
し
て
い
え
ば
、
大
村
西
崖
の
生
涯
を
か
け
た
業
績
I

1

「
文
人
画
の
復
興
」

(
一
九
二
五
)
は
、
「
東
洋
」
と
い
っ
て
も
中
国
に
比
重
が
傾
く
が
、
「
中

な
ど
は
中
文
訳
も
出
版
さ
れ
、
中
国
本
土
の
学
者
か
ら
も
引
用
さ
れ
て
、

「
東
洋
美
術
史
』

執
筆
し
、
学
士
院
賞
を
授
与
さ
れ
る
。
晩
年
の

国
美
術
小
史
』
、

西
山
屋
自
身
、

面
白
を
施
し

そ
の
著
述
は
体
裁
を
変
え
て
、

そ
し
て
そ
れ
に
代
表
さ
れ
る
戦
前
期
の
学
的
進
歩
ー
ー
ー
が
、
先
駆
者
、

天
心
の
仕
事
を
ま
っ
た
く
時
代
遅
れ
の
も
の
へ
と
押
し
や
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
、
否
定
し
が
た
い

(
木
代

一
九
三
三
)
。

6 

東
洋
美
術
史
学
の
成
立

天
心
に
続
く
世
代
の
出
現
と
と
も
に
、
東
洋
美
術
史
と
い
う
枠
組
み
は
学
問
分
野
と
し
て
認
知
さ
れ
、
天
心
の
業
績
は
、
い
わ
ば
体
よ

く
や
っ
か
い
ば
ら
い
さ
れ
る
有
り
様
と
な
っ
た
。
グ

l
ハ
H

タ
ク
ル
夕
、
が
イ
ン
ド
、
ベ
ン
ガ
ル
の
文
脈
で
適
切
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、

「
ス
ワ
デ
シ
運
動
は
ハ
ヴ
エ
ル
や
そ
の
同
世
代
に
、
な
に
が
し
か
の
力
と
反
響
と
を
与
え
た
が
、
そ
れ
ら
は
美
術
史
と
い
う
学
問
デ
イ
シ

プ
リ
ン
に
お
い
て
は
、
も
は
や
わ
ず
か
な
科
学
的
有
効
性
を
発
揮
す
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
」
(
わ
己

ZE叶
Z
E
5
5
5
L
g
)
。
こ
の

指
摘
は
、
当
の
ス
ワ
デ
シ
運
動
と
も
係
り
の
あ
っ
た
、
日
本
の
岡
倉
天
心
に
も
ま
た
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
グ

i
ハ
H

タ
ク
ル
タ
は
指
摘
し
て
い
な
い
こ
と
だ
が
、
日
本
に
お
け
る
東
洋
美
術
研
究
で
は
、
大
村
西
崖
か
ら
瀧
精
一
に
い
た
る
世
代
が
、
イ
ン
ド

美
術
研
究
に
お
け
る
ア
ナ
ン
ダ
・
ク

l
マ
ラ
ス
ワ

l
ミ
l
に
代
表
さ
れ
る
学
究
た
ち
と
類
比
で
き
る
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
、
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
ス
ワ
デ
シ
国
民
運
動
の
退
潮
と
と
も
に
、
ク

l
マ
ラ
ス
ワ

i
ミ
l
は
理
想
主
義
的
・
観
念
論
的
な
イ
ン
ド
美
術
本
質
論
か
ら
は

徐
々
に
離
れ
る
。
天
心
の
死
後
三
年
を
経
た
一
九
一
六
年
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
設
け
ら
れ
た
東
洋
部
イ
ン
ド
部
門
の
責
任
者
に
着
任
し

て
以
来
、
北
米
に
移
住
し
た
ク

l
マ
ラ
ス
ワ

1
ミ
l
は
、
そ
の
後
半
生
を
、
イ
ン
ド
美
術
史
に
関
す
る
膨
大
な
作
品
目
録
の
編
纂
や
、
詳

細
な
研
究
書
の
執
筆
に
捧
げ
る
。
ク

l
マ
ラ
ス
ワ

l
ミ
ー
か
ら
そ
の
著
作
を
贈
ら
れ
た
岡
倉
天
心
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
面
会
を
所
望
し
た

書
簡
一
通
の
ほ
か
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
両
者
の
交
流
に
つ
い
て
の
資
料
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
模
様
で
あ
る
。
だ
が
、
ク

l
マ
ラ

ス
ワ

l
ミ
l
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
赴
任
の
裏
に
、
天
心
の
遺
志
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
的
外
れ
な
推
測
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
大
著
『
イ
ン

ド
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
美
術
史
』
(
一
九
二
七
)
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
ク

l
マ
ラ
ス
ワ

l
ミ
l
の
著
述
は
、
イ
ン
ド
で
著
作
集
が
刊
行
さ
れ
、

そ
の
幾
つ
か
の
著
述
は
、
現
在
な
お
北
米
の
大
学
の
美
術
史
や
宗
教
学
講
座
で
、
必
読
の
入
門
書
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
。

翻
っ
て
、
岡
倉
天
心
の
場
合
は
ど
う
、
だ
ろ
う
か
。
日
本
美
術
院
は
近
年
、
設
立
百
周
年
を
祝
い
、
膨
大
な
「
日
本
美
術
院
百
年
史
」
を

発
刊
し
た
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
美
術
史
研
究
の
専
門
家
の
世
界
で
は
、
天
心
の
名
前
に
言
及
の
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
甚
だ
稀
だ
と
い
っ

て
よ
い
。
田
中
日
佐
夫
は
、
学
問
分
野
と
し
て
の
美
術
史
学
を
批
判
的
に
評
定
し
た
発
表
(
田
中
一
九
九
二
)
で
、
日
本
の
美
術
史
学
が
、
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天
心
の
志
の
う
ち
、
ふ
た
つ
の
点
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
き
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
美
術
史
学
が
文
化
財
指
定
の
科
学
的

鑑
定
や
、
財
産
目
録
編
纂
に
自
己
目
的
を
設
定
し
た
結
果
、
作
品
研
究
が
個
別
的
と
な
り
、
作
品
創
造
や
作
品
受
容
の
社
会
的
環
境
、
歴

史
的
環
境
へ
の
考
患
が
疎
か
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
。
ふ
た
つ
め
に
、
科
学
的
な
調
査
機
材
の
活
用
が
、
研
究
助
成
金
獲
得
上
の
有
利
さ
な

ど
も
あ
っ
て
奨
励
さ
れ
た
た
め
か
、
エ
ッ
ク
ス
線
分
析
、
紫
外
線
・
赤
外
線
写
真
撮
影
、
さ
ら
に
は
三
次
元
立
体
解
析
の
デ
ジ
タ
ル
情
報

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
な
ど
と
い
っ
た
技
術
偏
重
が
急
速
に
進
み
、
そ
の
陰
で
、
妻
術
受
容
、
妻
術
鑑
賞
の
心
理
的
側
面
、
す
な
わ
ち
作

品
に
(
超
)
歴
史
的
な
生
命
を
与
え
る
条
件
へ
の
配
慮
と
い
っ
た
面
が
軽
視
さ
れ
た
こ
と
。

こ
の
第
二
の
点
に
関
し
て
は
、
田
中
は
、
日
本
に
お
け
る
心
理
学
の
学
祖
で
も
あ
る
松
本
亦
太
郎
の
方
法
論
を
喚
起
し
て
い
る
が
、
思

え
ば
こ
の
側
面
こ
そ
、
天
心
が
『
茶
の
本
』
(
一
九
O
六
)
を
通
じ
て
英
文
で
詳
細
に
説
明
を
試
み
た
、
東
洋
塞
術
の
賞
翫
の
本
質
で
は
な

か
っ
た
か
。
果
た
し
て
博
物
館
や
美
術
館
の
無
機
質
の
陳
列
ケ
!
ス
の
ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
側
に
、
作
品
を
手
に
触
れ
得
ぬ
存
在
と
し
て
隔

離
す
る
こ
と
が
、
作
品
鑑
賞
の
王
道
な
の
か
。
天
心
の
晩
年
以
降
、
こ
の
疑
問
に
答
え
た
の
は
、
鈍
翁
こ
と
益
田
孝
二
八
四
八
|
一
九
三

八
)
は
じ
め
、
幾
多
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
た
、
近
代
日
本
の
茶
人
た
ち
だ
っ
出
。
だ
が
、
今
日
の
日
本
の
大
学
の
、
美
学
教

室
は
い
ざ
知
ら
ず
、
美
術
史
教
室
で
、
「
茶
の
本
』
、
が
作
品
分
析
・
鑑
賞
の
教
科
書
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
話
は
、
寡
聞
に
し

て
聞
か
な
い
(
実
例
が
あ
れ
ば
、
是
非
と
も
ご
報
告
を
拝
聴
し
た
い
)
。

7 

遺
産
と
忘
却

本
稿
を
閉
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
ア
ン
リ
・
フ
ォ
シ
オ
ン
(
一
八
八
一
一
九
四
一
二
)
か
ら
、
ひ
と
つ
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
一
節
を

引
用
し
て
お
き
た
い
。
『
形
の
生
命
』
(
一
九
三
四
)
ほ
か
で
有
名
な
フ
ォ
シ
オ
ン
は
、
両
大
戦
問
に
、
パ
リ
・
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
の
美
術

史
講
座
を
主
催
し
、
世
界
的
権
威
の
名
を
恋
に
し
た
美
術
史
家
だ
。
そ
の
か
れ
が
、
一
九
二
五
年
に
自
著
「
北
斎
』
(
初
版
一
九
一
同
)
の

第
二
版
(
一
九
二
五
)
に
添
え
た
、
序
文
の
一
節
で
あ
る
。
「
北
斎
』
は
、
一
九
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
の
日
本
趣
味
に
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
便

乗
し
て
、
北
斎
を
も
っ
て
、
日
本
美
術
は
お
ろ
か
、
東
洋
美
術
の
最
高
位
に
位
置
付
け
よ
う
と
し
た
書
物
だ
っ
た
口
二

0
年
代
中
頃
の
今
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に
し
て
み
れ
ば
、
い
さ
さ
か
な
ら
ず
軽
率
と
の
誇
り
を
免
れ
ぬ
こ
の
か
つ
て
の
自
分
の
判
断
。
そ
れ
を
、
日
本
や
(
ザ
イ
ド
リ
ッ
ツ
ら
)
欧

米
の
学
者
た
ち
か
ら
の
反
論
に
対
抗
し
て
、
あ
え
て
正
当
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
立
場
に
、
あ
る
い
は
フ
ォ
シ
オ
ン
は
立
た
さ
れ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
限
り
で
は
極
め
て
政
治
的
と
い
っ
て
も
よ
い
下
心
が
、
こ
の
フ
ォ
シ
オ
ン
の
序
文
の
裏
に
は
匂
っ
て
も
く
が
o

ア
ジ
ア
中
の
哲
学
者
た
ち
、
詩
人
た
ち
、
妻
術
家
た
ち
の
作
品
か
ら
、
日
本
人
オ
カ
ク
ラ
は
、
お
そ
ら
く
は
架
空
の
も
の
だ
が
、
構

造
と
し
て
天
才
的
な
、
ひ
と
つ
の
連
続
性
(
己
ロ
:
。
5
5巳
芥
官
三
-
E
Z
E
2
2
p
g
g
t
E
ω
F
8
5
5
:
5
2
c
g
)
を
扶
り
、
だ
し
た
。
そ

れ
は
共
通
の
遺
産
、
有
機
的
な
思
考
の
連
続
性
と
い
う
べ
く
、
自
ら
の
美
徳
を
し
っ
か
り
と
保
持
し
、
常
に
緊
張
し
た
〔
ア
ジ
ア
〕
人

種
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
た
、
あ
の
ひ
と
つ
の
大
陸
の
愛
国
心
と
い
う
べ
き
も
の
だ
。
(
明
2
E
g
E
N印
一

正

)

こ
こ
で

E

ぬかロ
E
F
3
は、

天
心
の
構
想
を
フ
ォ
シ
オ
ン
が

「
天
才
的
」

と
評
し
た
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
そ
こ
に
フ
ォ
シ
オ
ン
が
ア

ジ
ア
民
族
の
「
精
髄
」
を
な
す
も
の
を
見
い
だ
し
た
、
と
解
釈
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
「
お
そ
ら
く
は
架
空
の
も
の
だ
が
、
構
造
と
し

て
天
才
的
」
な
、
と
フ
ォ
シ
オ
ン
が
評
す
る
「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
と
い
う
理
念
、

あ
る
い
は
理
想
。
そ
こ
に
は
、

思
索
者
、

そ
の
か
れ
が
、
没
後
、

天
心
・
岡
倉
覚
三
の

東
洋
美
術
史
研
究
と
い
う
、
か
れ
自
身
が
そ
の

見
者

(
〈
。
て

mwE)
と
し
て
の
射
程
の
ほ
ど
と
と
も
に
、

礎
を
築
い
た
は
ず
の
領
域
か
ら
、

な
か
ば
意
図
的
に
排
斥
さ
れ
て
し
ま
っ
た
理
由
が
、
見
事
に
言
い
当
て
ら
れ
て
い
る
。

ひ
と
つ
の
制
度

が
制
度
と
し
て
自
律
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
創
出
の
責
任
者
を
抹
消
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
不
可
欠
の

「
見
え
ざ
る
媒
介
者
」

(
N
応
己
内

戸
川
町
市
町
一
{
一
回
∞
印
一
目
。
己
円
門
出
伶
己
]
戸
山
由
。
∞

己
∞
)
こ
そ
、

歴
史
が
天
心
に
与
え
た
役
割
で
は
な
か
っ
た
か
。
「
ひ
と
つ
の
ア
ジ
ア
」

と
い

h

つ、

い
わ
ば

「
架
空
」
の
合
言
葉
に
よ
っ
て
、
天
心
は
強
引
に
も
、
東
洋
(
あ
る
い
は
よ
り
正
確
に
は
東
ア
ジ
ア
)
美
術
史
研
究
と
い
う
領
分
を

し
、
そ
の
発
端
を
こ
じ
あ
け
た
。
だ
が
「
東
洋
美
術
」
な
る
空
虚
に
し
て
虚
構
の
観
念
に
よ
っ
て
、

「
担
造
」

そ
こ
に
は

(
実
際
に
そ
の
研
究
に
従
事

す
る
専
門
家
集
団
や
博
物
館
の
「
東
洋
部
」
な
る
分
類
範
轄
と
し
て
て
も
は
や
抹
消
で
き
ず
、

ま
っ
た
。
そ
の
す
べ
て
の
責
任
を
天
心
に
帰
す
る
の
は
無
理
だ
ろ
う
が
、

取
返
し
も
つ
か
ぬ
実
体
が
生
み
出
さ
れ
て
し

し
か
し
そ
う
し
た
罪
深
い

〈
創
出
〉

の
罪
を
な
す
り
付
け
る
に

最
適
な
の
が
、

天
心
だ
っ
た
こ
と
も
否
定
し
が
た
い
。
あ
た
か
も
そ
の
創
出
者
の
影
が
、

こ
の
先
幽
霊
の
よ
う
に
舞
い
戻
り
は
し
な
い
か
、
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と
恐
れ
る
が
ご
と
く
、
日
本
に
お
け
る
東
洋
美
術
史
研
究
は
、
大
村
西
崖
か
ら
瀧
精
一
の
時
代
に
、
天
心
と
い
う
存
在
を
、
い
わ
ば
象
徴

的
な
次
元
で
抹
殺
し
た
。
か
れ
は
、
そ
の
い
か
に
も
「
架
空
」
で
し
か
な
い
、
「
東
洋
美
術
史
」
創
出
と
い
う
〈
物
語
〉
の
痕
跡
を
抹
消

す
る
た
め
に
、
選
ば
れ
た
犠
牲
と
し
て
、
自
ら
消
し
去
ら
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。
天
心
は
学
者
に
あ
ら
ず
、
と
の
判
定
は
、
日
本
の
「
東

洋
美
術
学
」
に
よ
る
〈
父
殺
し
〉
の
儀
式
、
そ
の
学
問
的
出
産
外
傷
を
除
去
す
る
た
め
の
呪
い
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
の
一
方
で
、
天
心
の
英
文
著
作
が
三
巻
の
「
全
集
」
と
し
て
聖
文
閤
よ
り
完
訳
刊
行
さ
れ
る
の
は
、
よ
う
や
く
昭
和
一

O
l
一一

ご
九
三
五
|
三
六
)
年
の
こ
と
。
そ
れ
に
先
立
つ
一
九
二
二
年
の
日
本
美
術
院
蔵
版
は
、
第
三
巻
に
英
文
著
作
抄
訳
を
収
め
る
の
み
だ
っ

た
。
つ
ま
り
現
実
的
に
は
、
「
東
洋
の
理
想
』
を
は
じ
め
と
す
る
天
心
の
英
文
著
作
が
、
二

O
世
紀
初
頭
の
同
時
代
の
日
本
人
読
者
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
実
態
だ
ろ
う
。
そ
し
て
日
本
で
最
初
の
英
文
著
作
完
訳
版
全
集
が
刊
行
さ
れ
た
と

き
、
時
代
は
す
で
に
二
・
二
六
事
件
二
九
三
六
年
)
を
招
く
軍
国
主
義
の
世
の
中
と
な
っ
て
い
た
。
天
心
生
前
未
刊
の
原
稿
「
我
ら
は

ひ
と
つ
」
が
、
「
東
洋
の
覚
醒
』
と
し
て
、
浅
野
晃
訳
に
よ
り
出
版
さ
れ
る
の
は
一
九
三
八
年
。
そ
の
二
年
後
に
は
「
皇
紀
二
千
六
百
年
」

が
華
々
し
く
祝
賀
さ
れ
る
口
こ
う
し
て
ア
ジ
ア
主
義
者
と
し
て
の
天
心
像
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
準
備
が
整
っ
た
こ
と
に
な
る
。

+
主

(
1
)

天
心
の
思
想
面
の
再
検
討
と
し
て
は
、
宮
山
宮

Hsrを
参
照
。
こ
こ
で
は
『
東
洋
の
覚
醒
」
と
し
て
一
九
三
八
年
に
出
版
さ
れ
た
原
稿
を
、

一
九

O
二
年
の
カ
ル
カ
ッ
タ
に
お
け
る
当
時
の
執
筆
状
況
と
の
関
連
で
分
析
し
た
。
な
お
こ
の
論
文
は
、
一
九
九
八
年
二
一
月
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
ロ
サ
ン
ジ
エ
ル
ス
校
で
開
催
さ
れ
た
、
「
岡
倉
天
心
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
の
発
表
原
稿
で
あ
る
。
お
招
き
い
た
だ
い
た

F
E
Z
2・

zz-r門
教
授
に
謝
意
を
表
す
。
ま
た
そ
の
日
本
語
訳
は
、
平
川
祐
弘
編
「
異
国
へ
の
憧
憶
と
祖
国
へ
の
回
帰
」
明
治
書
院
、
二

0
0
0
年
に
刊

行
さ
れ
て
い
る
。

(2)

一
九

O
O
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
の
『
日
本
美
術
史
」
に
関
し
て
は
、

-
E宮
巴
ミ
を
参
照
。
ま
た
同
書
に
関
し
て
は
、
小
路
同
一
九
九
七
、

馬
淵
一
九
九
九
な
ど
の
論
文
が
あ
る
。
小
路
田
論
文
に
は
、
編
集
責
任
が
岡
倉
天
心
か
ら
福
地
復
一
に
移
っ
た
と
こ
ろ
で
、
天
心
の
汎
ア
ジ
ア

主
義
的
歴
史
観
が
、
水
戸
学
風
の
国
粋
主
義
的
史
観
へ
と
変
更
さ
れ
た
、
と
の
魅
力
的
な
仮
説
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
さ
ら
に
一

O

年
後
の
検
定
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
南
北
朝
正
閏
論
を
逆
投
影
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
同
書
の
ヴ
ィ
ヴ
エ
カ

l
ナ
ン
ダ
と
天
心
の
思
想
の
比
較

と
も
ど
も
、
仮
説
と
し
て
お
も
し
ろ
い
が
、
立
証
に
は
な
お
手
続
き
の
う
え
で
飛
躍
が
多
い
。
ま
た
馬
淵
論
文
に
対
す
る
著
者
の
異
論
と
見
解
は
、

「
「
今
、
日
本
の
美
術
史
を
ふ
り
か
え
る
」
を
聴
い
て
」
『
あ
い
だ
何
巴
Z
』
二
五
号
(
一
九
九
八
年
)
、
美
術
と
美
術
館
の
あ
い
だ
を
考
え
る
会
、

「
官
製
「
日
本
帝
国
美
術
史
」
の
誕
生
」
「
図
書
新
聞
』
一
九
九
八
年
三
月
一
四
日
付
、
ほ
か
。

(
3
)

近
代
日
本
に
お
け
る
産
業
資
本
と
連
動
し
た
茶
人
の
婁
術
収
集
に
か
ん
し
て
は
、
熊
倉
一
九
八

O
が
古
典
的
研
究
。
益
田
孝
を
中
心
と
し
て

近
代
日
本
茶
人
の
美
術
収
集
研
究
を
論
じ
た
英
文
の
著
述
と
し
て
は
、
の
c
F
5
8
0
な
お

-
E
m
ω
N
C
C
C
も
参
照
。

(4)

フ
ォ
シ
オ
ン
に
至
る
フ
ラ
ン
ス
で
の
北
斎
評
価
の
変
貌
に
関
し
て
は
、

-
g
m
m
H
S手
。
そ
の
邦
訳
は
「
〉
ユ
明
。
E
B
N
H」
二

0
0
0年。

(
5
)

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
東
洋
部
の
確
立
と
問
倉
天
心
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
展
覧
会
図
録
『
岡
倉
天
心
と
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
」
名
古
屋
ボ
ス

ト
ン
美
術
館
、
一
九
九
九
年
。
と
り
わ
け
冨
2
Z
呂
志
。

参

照

文

献

旨
自
宅
E
ロ
P
司
E
2名
古
-
司
2
R
3
可。
S
3
2
H〉
町
、
。
。
与
H
e
h
C
¥
h
H
eむ
き
さ
ミ
ト
b
g
ミ
b
-
Z
2
ロ
ゲ
巳
T
F
E長
コ
田
7
5
r
g込
山
富
山
由
5
p

同市町。印・

出

2
5円
』
「
ロ
己
)
g
r
3
7
E
Z。ョ。一。
m
F
2
。『

(U己
E
E一
月
2
-
m
E
H
H
2
5
叶ロ『ロ.。『
a

壬巾・
(U2エ
ロ
ミ
]
向
田
)
日
戸
山
口
円
山
日
ロ
全
∞
一
〉
円
。
日
間
}
印
E
C〈
巾
印
苫
門
守
主

c
-
s
-
2
2
-
P
W
C
N。
百
円
同
〉
σ
E
M
5仏片山口
E
r
叶白血山
CE--咽
己
門
戸
〉
君
。
品
目
「
。
℃
。
ロ

C
F巳
2
5
司
自
由
Y
F
P
Tロ・

NNW-。句。

回。
E1門-5cw
句号『
Z
・ト
a
h
b
h
h白
人
内
~
ビ
ミ
・
司
自
・
2
・
開
門
止
氏
。
ロ
円
山
口

m
E
H
F
-也市高・

(
リ

}
S
E
R
-
v
E目。
L・
E
F巳
ω向。
.
3
5
Z
S色
u

吋
、
町
内
入
山
江
川
町
内
立
宮
内
情
。
¥ThHE-
∞O
B
E
U
N
一
一
口
・
回
叶
日
告
。
3
5
F
印
。
ロ
除

(U0・句
1
5
Z
E
F
5
2・

円
。
自
自
国
間
回
一
。
ロ

FE同
)
t
E
F
L
Z
]何回
目

)Oロ・畑町民
hNOH主
人
内
「
人
占
ミ

h片
足
」
応
、
。
タ
同
】
印
ユ
∞
一
一
F
F
C円
F
R一
色
内
田
吋
己
ロ
。
戸
戸
山
町
(
)
。

打。。
E
R
S
t弓
ωBUコ
〉
ロ
山
口
岳
民
主
叶
}
足
〉
-
自
主
円
ロ
岳
山
口
〉
コ
・
3
『
さ
え
hNWWHSNbひ
ね
¥
，

LP与
bwH
与
三
{
出
・
2
H・
〕
印
七
日
円
一
日
，
Z
Z
E。
円
片
山
一
河
内
田
2
月「

ロ。
2
-
5
2
M
z
t。
ロ
勺
円
。
雪
印
ヨ

(
5
0∞)一

H
5・

ill-F.5ミ
ミ
?
与
お
お
む
3
K
T
人
3
3
3
Aミ
-
Z何
者
ペ

2
w
一
目
当

arw呂
町
・

明
。
巳
ロ
o
p
Z
2同江
-E句『止岱
2
・3
N
3。
か
門
町
己
。
ロ
・
畑
町
。
除
。
EB--
司
ωコ回一円、↑
σ
E
E巾
明
色
只
〉
一
向
日
Y
H
@
N印

F
M
P
F
F
R
ω
・ト
s
h
b
R
3句
、
見
s
n
h
出

3
h
qも
と
ミ
ミ
有
志
ミ
ミ
急
N
R
U
E
S
一
虫
色
巾
;
E
n。
ョ
宮
ミ
・

5
吋印

後
藤
末
土
口
「
天
心
と
イ
ン
ド
美
術
」
「
五
浦
論
叢
(
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
紀
要
)
」
八
四
|
一

O
一。

禅掴圃

96 97 岡倉天心とインド

l
l
l
j
 

M
 



。。0'、
G
u
h
a
-
T
h
a
k
u
r
t
a
，

 Tapati. 
T
h
e
 M
a
k
i
n
g
 o
f
 A

 N
e
w
 l
n
d
i
a
n
 A

付
.
C
a
m
b
r
i
d
g
e
:
 
C
a
m
b
r
i
d
g
e
 University Press

，
 1992. 

G
u
t
h
，
 Christine 

M
.
 E. 

A
r
t
，

 T
e
a
，

 an
d
 lndustry :

ル
fω

u
d
a

T
a
k
a
s
h
i
 a

n
d
 the M

i
t
s
u
i
 Circle. 

Princeton N
.
 J.: 

Princeton University 

Press
，
 1993. 

Havell
，

 Er
n
e
s
t
 Binfield. 

l
n
d
i
a
n
 Architecture.: 

1908a
，

 Lo
n
d
o
n
:
 
J. 

M
u
r
r
a
y
，

 1913. 

一
一
一

l
n
d
i
a
n
Sculpture a

n
d
 Painting.: 

1
9
0
8
b
，

 Lo
n
d
o
n
 :

 J. 
M
u
r
r
a
y
，

 1928. 

一
一
一

ldeals in 
l
n
d
i
a
n
 Art.: 

1911
，

 Lo
n
d
o
n
:
 
J. 

M
u
r
r
a
y
，

 1920. 

一
一
一

•
T
h
e
 A
r
t
 H
e
r
i
t
a
g
e
 o
f
 lndia. B

o
m
b
a
y
:
 D. B. T

a
r
a
p
o
r
e
v
a
l
a
 S

o
n
 &

 Co. Private Ltd.
，

 1966. 

H
o
r
i
o
k
a
，

 Ya
s
u
k
o
・“

O
k
a
k
u
r
a

a
n
d
 
S
w
a
m
i
 V
i
v
e
k
a
n
a
n
d
a
.
"
 
P
r
a
b
u
d
d
h
a
 Bharata. 

M
a
y
a
v
a
t
i
:
 
A
d
v
a
i
t
a
 A

s
r
a
m
a
，

 ]an. 
1975: 

3
0
-
3
4
;
 

孔
1ar.

1975 :
 140-145. 

一
一
(
嬰
匡
話
相
常
ド
ド
)

W[ie:
側
似
合
唱
午
、
j

初
三
託
制
題
，

1
 -K
<
1
1
叶。

I
n
a
g
a
，
 Sh
i
g
e
m
i
・“

D
e
l'
artisan 

a
 l'
artiste 

a
u
 seuil 

d
e
 la 

m
o
d
e
r
n
i
t
e
 japonaise

，
 ou
 l'
implantation 

d
e
 la 

notion 
des B

e
a
u
x
-
A
r
t
s
 a

u
 

]apon." Sociologie d
e
 l'art 8

 (1995): 
4
7
-
6
1. 

一
一

(
器

削
踏

桝
)
1f

J
[
但
似
合
'
零
時
三
星
'
抑
月
!
一
一
一
帳
社
:
¥
l
l
K
羅
叫
盟
主
要

j剣
晃
!
ゃ
い
J

C
o
mμ

rative Literature
，

 Proceedings f
r
o
m
 the 

1'/ 

Conference o
n
 E
a
st 

A
s
i
a
n
 C

o
mρ

arative Literature [1998). 
S
e
o
u
l
，

 19
9
6

・
1
2
5
-
1
4
5

一一一・“
T
h
e
C
o
g
n
i
t
i
o
n
 G

a
p
 in 

the R
e
c
o
g
n
i
t
i
o
n
 of 

M
a
s
t
e
r
s
 a

n
d
 M
a
s
t
e
r
p
i
e
c
e
s
 in 

M
o
d
e
r
n
 ]

 ap
a
n
e
s
e
 Historiography (1880-1900)." 

M
a
s
t
e
r
s
 a

n
d
ル
lasterpieces

in 
J
aρ

a
n
 a

n
d
 in 

the 
West. 

International S
y
m
p
o
s
i
u
m
，

 Sep. 
1-3

，
 1998

，
 University of E

a
s
t
 A
n
g
l
i
c
a
，

 

1997. 

一
一
一
.
“

O
k
a
k
u
r
a
Tenshin's Disciples 

a
n
d
 T
h
e
i
r
 C
o
n
t
e
m
p
o
r
a
r
i
e
s
 in 

India." 
(
W
o
r
k
s
h
o
p
，

 Rethinking O
k
a
k
u
r
a
 Tenshin U

C
L
A
，

 Dec.
，

 22，
 

1998a) 
in 

S
u
s
a
n
 Fisher

，
 ed. 

Nostalgic .
!
o
u
r
n
e
y
s
-
L
i
t
e
r
mッ

Pilgrimages
b
e
t
w
e
e
n
 .!apan 

a
n
d
 the 

W
e
s
t
，

 C
]
R
 ]
a
p
a
n
 R
e
s
e
a
r
c
h
 

Series
，
 20
0
1
:
 
1
1
9
-
1
3
2
 

一
一
・
“

T
h
e
M
a
k
i
n
g
 of H

o
k
u
s
a
i
'
s
 R
e
p
u
t
a
t
i
o
n
 in 

France." T
h
e
 T
h
i
r
d
 International H

o
k
u
s
a
i
 Conference. O

b
u
s
e
，

 Na
g
a
n
o
，

 1998b. 

一
一
一
.
“

L
'
I
m
p
a
c
t
d
'
O
k
a
k
u
r
a
 K
a
k
u
z
o
，

 dit 
T
e
n
s
h
i
n
，

 sur l'
invention d

e
 l'
histoire 

d
e
 l'art 

e
n
 I
n
d
e
 et 

a
u
 ]
a
p
o
n
 a
u
 d
e
b
u
t
 d
u
 X

X
e

 sie-

cle." 
(a paraitre)

，
 1999. 

一
一
一

“T
h
e
 F
o
r
m
a
t
i
o
n
 of 

Public 
M
u
s
e
u
m
s
 a
n
d
 Private 

Collections 
in 

M
o
d
e
r
n
 ]apan." 

International 
S
y
m
p
o
s
i
u
m
.
 
lnter，ρ

retzng 

L入ヤパ吋心、何処E

A
s
i
a
 in 

M
u
s
e
u
m
s
.
 L
o
n
d
o
n
:
 T

h
e
 British M

u
s
e
u
m
/
M
u
s
e
u
m
 of M

a
n
k
i
n
d，

 20
0
0
 

壮
斗

掛
1
r出

幽
t
f
t
(
Q
聴
:
a
:
叫
J

託
制
制
，

1
 -K-KeJ社。

忠
帳
首
長

Itト
Q
~

.;J~匡
領
制
川
ぽ

J
n
~
~
:\llK選』与J-Ko\t'

(1 
-K 

1
 111叶

1
0
rn:::

1
同
巴
)
。

]
a
y
a
r
a
m
a
n
，

 Lalitha.
“Sister 

Nivedita's 
V
i
s
i
o
n
 of India." 

in 
S
i
v
a
r
a
m
k
r
i
s
h
n
a
 S
u
m
i
t
a
 R

o
y
，

 ed. 
Perspectives o

n
 R

a
m
a
k
r
i
s
h
n
a
-
Vive-

k
a
n
a
n
d
a
 V

e
d
a
n
t
a
 Traditio

n. 
H
a
y
d
e
r
a
b
a
d
 :

 Ra
m
a
k
r
i
s
h
n
a
-
V
i
v
e
k
a
n
a
n
d
a
 S
e
v
a
 Samiti

，
 199

1. 

事さむしと
-<1

:¥llK権担
AJ__)IJQI封

以
J'

，入
1ト，~・〈弐ヤ'諸*制:\llK!彊

r.
摺
れ
)
~
よ
l+也

咽
~J
寵
型
ギ
，

1
 -K-K-K

叶
:
1
1
1
0
1
1
-
1
1
H
(
同

0

*fL-
lll試tj::i

1匿
何

何
台

程
Q
絵
蛍

A
J
時
J
Q
語

草
J

r巴M-~~士~:\llKえや・
t1~定

併
Q
地r{;AJ略

服
』
桝
朴
何
，

1
 -K-K-K

社
:
11-¥]-111

同。

*
ど
送
金

1
1:¥llK権以

J
rm::i2ti世

己
主
士

~I封
似
酪
Q
提出制

J
(担割ま露骨位置~~4.I町)'

êJ~建制mlnlS'
1
 -K 1111 

1社
:
1
 1eJギ

-
1
1
1
1
1
1
W

今4F世
嗣
堕
「
判

K揮
~
~
士
~
m
M
-
'
巴
M
-
~
~
士
~
~
耐
寒
」
P
4
P
世
蝋
堕
，

*fL-
lll民
t
j
:
:
i
'
ャ
ヤ
で
え
.
.~←

b
吋
'
ヨ
主
将
選
制
曙
『
制
定
Q
~

"Vイ
'

中
l
K
権
以
Q
~
W
J

)Eトロヨ:t!'
1

 -K-K-K
社

:
11111

]-1(-1:1
は
j
1
 0 

程
j佃
~
-
H
<

r討
と
時
相
!
以
Q${;~J

m
M
-
話
相
坦
援
強
引
，

I
-K
<

O
社。

づ
ら
誼
田
保
恒
1rm

M-似
Q
Hlq挺

J
草
市
I
mlnlS'

I
-
K
-
K
♀
叶
。

『
園
桝
J
1語

学
噂
」
棋

1
1
<
1

 r
r¥t' 

(1 
-K 

i
 111社

)
:
 1

 1
同
一

1
1
-1(。

蛇
窓
罫
「
や

11
-K

O
O
社
て

b
ドミ
E

世
温
風
相

A
J

Histoire d
e
 l'art d

u
 J
aρ

o
n
会
J去

し
ゃ

い
J

W寸，
m

M-
Q
柑
〈
擢
叫
会

J，~心
Jミ
吋
~j

1民
団
[
0
:H対-t<

去
三
藍
住
g
~
ト藍，

1
 -K
~
-
K
叶
:

eJ
111
一
同
財
。

Mitter
，

 Partha. A
r
t
 a
n
d
 N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
m
 in 

Colonial lndia 1
8
5
0
-
1
9
2
2
.
 C
a
m
b
r
i
d
g
e
:
 
C
a
m
b
r
i
d
g
e
 University Press

，
 1994. 

維
持
刑
事
量
「
似
合

A
J
ヤ
入
:
:
t
.
.
.J

 r判
朴
』
織
同
-
¥
]
網
(

:
ヰ
ミ
〈
長
却
す
)

:
 <eJ--K-1(。

M
o
r
s
e
，

 An
n
e
 N
i
s
h
i
m
u
r
a
.
“P

r
o
m
o
t
i
n
g
 Authenticity: 

O
k
a
k
u
r
a
 K
a
k
u
z
o
 a
n
d
 the ]

a
p
a
n
e
s
e
 Collection of the M

u
s
e
u
m
 of Fine-Arts

，
 

Boston." 
O
k
a
k
u
r
a
 
T
e
n
s
h
i
n
 
a
n
d
 the 

Boston 
M
u
s
e
u
m
 o

f
 Arts. 

B
o
s
t
o
n
:
 
M
u
s
e
u
m
 of 

F
i
n
e
-
A
r
t
s
/
N
a
g
o
y
a
:
 
N
a
g
o
y
a
 
B
o
s
t
o
n
 

M
u
s
e
u
m
，
 1999: 

138-160. 

M
u
k
h
e
r
j
e
e
，
 ]
 ayasree. 

T
h
e
 
R
a
m
a
k
r
i
s
h
n
a
・V
i
v
e
k
a
n
a
n
d
a

M
o
v
e
m
e
n
t
:
 l
m
p
a
c
t
 
o
n
 
l
n
d
i
a
n
 
Society 

a
n
d
 
Politics 

(1
8
9
3
-
1
9
2
2
)
.
 

。、。、

Calcutta: 
F
i
r
m
a
 K

L
恥
1
Private Ltd.

，
 1997. 

1Z寂誕件「榊:\llK輸出
Q
~
進
剤
蝶
ば
r
{
;
~
m

M-判K短
叫
Q
絵世」罫i2:\llK樺朴

4河口!冨礎科#同(
1
 -K-K<

社
斗

Jrn:::
1
 1
 rn) 
~
吋
る
『
討
と
直
漏
』
棋

〈
恥

(
1

 -K-K-K
社
)

:
 111111

一
同

1
0

 



g
 

fぽ
樺

111
件
刊
<

Il+<'与Q
剛
純
一
一
~
0
判K制

繕
Q
届:々l;l$!:lJ'章羊l早l捌

!
曙
『
ロ
*0tl~羅

纏
j

111
，14-会

b
ト
柳
田
，

1
1
0
0
0
社

:
111 

<
-
1
1
1SI 

壬
主
前
l
E
R
I
.i) 

，¥ 
:
L
 -

t
'
ー
・
三
年
一
会
・
ト
=
-
-

，
¥
ム

Q
員
会
蛍
.
¥
)
ぐ
世
ミ
よ
当
時
、
ァ
入

:ι}
J
 r州
司
E域1i11I1~g-þ<ど${~J

<
網

111[]~
(1 
~
~
与

J社
):4

〈

ヰJ-<
-1(。

Nivedita of V
i
v
e
k
a
n
a
n
d
a
 R
a
m
a
k
r
i
s
h
n
a
.

“Preface." in 
O
k
a
k
u
r
a
 K
a
k
u
z
o
.
 
T
h
e
 ldeals o

f
 the E

a
s
t，

 1903 

一
一

•
T
h
e
 C
o
mρ

lete 
W
o
r
k
s
 o
f
 Sister Nivedita. 6

 vols. 
Calcutta: 

A
n
a
n
d
a
 Publishers Private Ltd.

，
 1967. 

一
一

•
N
i
v
e
d
i
t
a
 C
o
m
m
e
m
o
r
a
t
i
o
n
 V
o
l
u
m
e
.
 ed. 

A
m
i
y
a
 K
u
m
a
r
 M
a
z
u
m
d
a
r
.
 Calcutta: 

V
i
v
e
k
a
n
a
n
d
a
 ]
a
n
m
o
t
s
a
v
a
 Samiti

，
 1968. 

一
一
一

.
Sister Nivedita's L

ectures a
n
d
 Writings. Culcutta: 

Sister N
e
v
e
d
i
t
a
 G
i
r
l'
s

 Sc
h
o
o
l
，

 1975 

一
一
一

.
L
e
tters 

o
f
 Sister Nivedita. v

o
l. 
1，

 vo
l. 
2
，

 [vo
l. 
3]. 

Calcutta :
 Na
b
a
b
h
a
r
a
t
 Publishers

，
 1982 

Notehelfer
，
 Fr
e
d
 G
.

“O
n
 Idealism a

n
d
 R
e
a
l
i
s
m
 in 

the T
h
o
u
g
h
t
 of 

O
k
a
k
u
r
a
 Tenshin." 

J
o
u
r
n
a
l
 o
f
 J
a
p
a
n
e
s
e
 Studies 

16.2 
(1990) 

309-354. 

O
k
a
k
u
r
a
，

 Ka
k
u
z
o
.
 
T
h
e
 ldeals

ザ
the

E
ω
t. 
L
o
n
d
o
n
:
 
]
o
h
n
 M
u
r
r
a
y
，

 1903. 

一
一
一

.
T
h
e
 A
w
a
k
e
n
i
n
g
 ザ

the
E
a
st.: 

1902
，

 Ne
w
 Y
o
r
k
:
 C

e
n
t
u
r
y
，

 1938/1940. 

一
一
一

.
T
h
e
 B
o
o
k
 o
f
 Tea.: 

1906 (
N
e
w
 York: F

o
x
 Duffield &

 Cie)
，

 Ne
w
 Y
o
r
k
:
 D

o
v
e
r
，

 1964 

一
一
一
“
Religion

in 
E
a
s
t
 Asiatic Art.": 

1911a
，

 in 
O
k
a
k
u
r
a
 1984 

一
一
一
.
“
T
h
e
N
a
t
u
r
e
 a
n
d
 V
a
l
u
e
 of Eastern Connoisseurship.": 

1
9
1
1
b
，

 in 
O
k
a
k
u
r
a
 1980; 

1984 

一
一
一

L
e
s
 Id
e
a
u
.T d

e
 l'Orient /

 L
e
 R
e
v
e
i
l
 d
u
 Japon. Paris: 

P
a
y
o
t
，

 1917. 

一
一
-
.
L
e
 L
i
v
r
e
 d
u
 th

ι
P
a
r
i
s
:
 
A. D

e
l
p
e
u
c
h
，

 1922. 

一一一(lJ[但l+<'~)
rl

J
[
相
似
合
併
蝋
J

<
網
'
昨
ロ
ヨ
ギ
，

1
~
<
0
社
。

一
一
一

.
C
o
U
e
c
t
e
d
 English 

Writings. 3vols. T
o
k
y
o
 :

 He
i
b
o
n
s
h
a
，

 1984. 

産
相
担
憎
笛

14<'~.\)て入!;::::~ミ
Q
担
ト
告
側
よ
l
~
J

 r桜
町
士
宮
駅
』
織
<
1

 *
.， 

(
i
~
<
斗J社)

:
 1
-
1SI同。

『
語
以

E
畑
区

.~j
モ
ト
司
<
~
付1~:lllK憲司崖，

1
 ~~.;:ミ社。

-
K
ぞ
〈
珪
帳
E革

『
匡

4mg
l+<'与

J
+
ζ

制
E但，

1
~
<
与J叶

。

+<~fgI:!lilil
!
曝
『
属
社

1服
審
判
~
J

榊:lllK制m1lllS'
1
 ~O
~
-

1
 <叶
。

r
-

かム入トリ~J、け円処置Cコ

一-
n
民
社
桝
定
毛
叫
J
~
~
隠
崖
，

1
~
!
 
0
社
。

一
一

『
壬
rrm
:lllK権益金$ll!曙

J
~
~
隠
崖
，

1
~
1
同
叶
。

一
一

『
蜘

縦
制

剤
尚
J
~
~
終
握
(
同
~
)
'

1
~
1
 
<
叶
。

『桜町士:lllK短長 u
誕
幡
豆
，

1
~
1
1
同
社
。

-1<lJ[~
r
l
J
[
個
以
'
♀
J
~
ヱ
模
E
ギ
，

1~-\]
同
社
。

P
r
a
b
u
d
d
h
a
p
r
a
n
a
，

 Pravrajika. 
Tatine，

 Th
e
 L
供
。
1
Josel

う
わ
ne

M
a
cL

e
od. 

Calcutta: 
Sri 

S
a
r
a
d
a
 M

a
t
h
，

 1990. 

R
o
y
，
 Pa
r
a
m
a
.
“A

s
 the M

a
s
t
e
r
 S

a
w
 H
e
r." 

in 
Sue-Ellen C

a
s
e
 et 

al.， 
ed. 

C
r
u
s
i
n
g
 the Performative. B

l
o
o
m
i
n
g
t
o
n
 a
n
d
 Indianapolis: 

Indiana University Press
，

 1995: 
112-129. 

主記
1費制ll!m

nif~~rrm~商品.\);型ど料収羅
J

中
口
三
託
制
措
，

1
 ~
~
<
叶
。

S
m
i
t
h
，

 Vi
n
c
e
n
t
 A. A

 History o
f
 F
i
n
e
 A
r
t
 in 

l
n
d
i
a
 a

n
d
 Ceylon. O

x
f
o
r
d
:
 
C
l
a
r
e
n
d
o
n
 Press

，
 191

1. 

1 0!*
世
崎
『
閣
と
区
也
判
事

0
-
t
<
会
三
副
主
宮
駅
J

j詳
但
相
IlllS'

1
 ~~
-
\
]
社
。

鑓
~

1
 I岳
制
楠

IÄ場~
0
1
咲
回
日
同
'
虫
キ

Jt-(ð副議最前日嵩ムド
J
r圏
棉
ト
j

棋
1:11

代
社
困
m
:
:
:
)

:
 111
1SI
-¥]-11H(IW 

一
一
「
越
訴
醍
醐
場
~
0
語
字
以
越

~\-'J
r布
団
直
申
柵

1器
棺

J
棋

10111
恥

(
:
~
1

-'\-l与す)
:

 1
-
~
く
O

EEi
ト
巴
起
#
<
Iロ

*
:
l
l
l
K
定
引
朴
o
絵
世
心
部
若
手
詔
存
J
r桝

が
J

(1 ~
~
 1

・
世
)
棋
1
-1(ヰ

Jok'"
:
 ~(':‘。

f桜
恨

mt1判
判
記
盈
宮
駅
ト
在
!
悪

r4r-'巴
*
0

:!tlK定副長にJ.-~心ムイt-(ð
J

(キ休暇
2E:

出-t<糟判長、
j細

心
)

'
"
 

r開gt-(ð~早出F
明E心~t-(ð明*-[]].:.t~桝擢

長
{
朴
四
社
J

(1E巌:出判精-þ<会にJ.~"，)長ト足立ゴ
(
1
~
~
~
社)

'
"
 T
h
e
 Present

，
 an

d
 the Discφ

line o
f
 A
r
t
 History in J

a
p
a
n
:
 lnterna-

tional S
y
m
p
o
s
i
u
m
 o
n
 the Preservation o

f
 Cultural P

r
o ρ

erty. 
T
o
k
y
o
:
 H

e
i
b
o
n
s
h
a
，
 1990. 

f桜
恨
権
側
世
蓉
題

l握
『
曜
弓
手

巴
*
1権

団
1附

揮
笹
田
』
出
わ
〈
題
担
援
司
ロ
ギ
，

1
~
1

-1く社。

去K
と
掛
輯
「
崎
~
~
Q
-
<

-t;
~ヤ
0
1

長
~fgB出

J
r+<

存
料
補
t
J

(1 
~
H
ヰE

社代m:::
:

 rn)
代
田
-
-
¥
]
-
1
(
。

相
田
件
事
富
山

I+<~}gB日
Q
申
棋
連
言
語
枯

J
r帳
峨

t1阿
寒
+
<
併

1州
〈
羅
紗
括
起
臨

J
糠
1
H
くD~

(1 
~
~
 i

社
)

:
 11
同
一
同
!
い

0

一
一

I+<~
匝

llllil.\)モトE
キlK迄J

W帳
同

t1~権
+
<
が
料
K組
作
括
起
州
事
長

1
l~o~ 

(1 
~
~
g
j
社
)
:

1-111
同。

Zizek
，
 Slavoj. 

F
o
r
 T
h
e
y
 K

n
o
w
 N
o
t
 W

h
a
t
 T
h
e
y
 D
o
:
 E
n
j
o
y
m
e
n
t
 as a

 Political Facto
に
L
o
n
d
o
n
a
n
d
 N

e
w
 Y

 ork: 
V
e
r
s
o
，
 199

1. 

1
 iJ
怜
(
:
~
'
，
(
社

gjcr:)
:

 1111111-"'111
・
.
.
掠
:1:

1110;'''' 
(: 
~
 1

 



*
本
稿
は
、
一
九
九
九
年
三
月
ボ
ス
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
、
全
米
ア
ジ
ア
研
究
協
会

(
A
A
S
)
年
次
総
会
、
「
岡
倉
天
心
の
再
検
討
」
部
会
で
発
表

し
た
英
語
論
文
、
お
よ
び
そ
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
か
ら
、
改
め
て
日
本
語
に
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
既
に
『
園
文
皐
」
二

0
0
0年
七
月
号
お
よ
び

八
月
号
に
掲
載
し
た
が
、
今
回
、
こ
れ
に
必
要
な
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
す
る
(
二
0
0
0
年
七
里
三
日
記
)

O

表
象
と
し
て
の
「
亜
細
亜
」

ー
ー
ム
女
西
冬
衛
と
北
川
冬
彦
の
詩
と
植
民
地
空
間
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

コ二

ス

正克
正久

子

『亜』

に
広
が
る
空
白

詩
雑
誌
『
亜
』

は
一
九
二
四

(
大
正
一
三
)
年
一

一
月
、
安
西
冬
衛
、

北
川
冬
彦
、
富
田
充
、
城
所
英
一
を
同
人
と
し
て
大
連
に
て
創

(
昭
和
二
)
年
二
一
月
ま
で
ほ
ぼ
毎
月
刊
行
、
計
三
五
冊
を
出
し
恒
o

当
時
に
お
け
る

の
命
名
の
も
と
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
「
亜
細
亜
」
の
「
亜
」
が
「
脱

「
大
東
亜
戦
争
」
の
「
亜
」
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ
る

刊
さ
れ
、
満
州
事
変
に
四
年
先
立
つ
一
九
二
七

「
大
連
」

と
い
う
新
興
都
市
の
政
治
的
位
置
づ
け
、

ま
た

『亜」

亜
入
欧
」
の
「
亜
」

で
あ
り
、

や
が
て

「
興
亜
」
の
「
亜
」

と
な
り
、

ま
で
も
な
い
が
、
こ
こ
で
は
と
り
わ
け
安
西
冬
衛
と
北
川
冬
彦
と
い
う
二
人
の
詩
人
が
、

「
亜
細
亜
」

な
い
し
当
時
の

「
亜
細
亜
」

実
と
し
て
詩
人
の
前
に
聞
か
れ
て
い
た

「
満
州
」

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
眼
差
し
を
向
け
て
い
た
か
、

そ
し
て
そ
れ
が
詩
的
表
象
を
通
じ

て
ど
の
よ
う
に
見
出
さ
れ
、

ま
た
歴
史
的
情
勢
の
推
移
に
伴
っ
て
ど
の
よ
う
な
変
容
を
示
し
、

「
亜
細
亜
」

さ
ら
に
そ
う
し
た

へ
の
車
ゲ
相
心

が
い
か
な
渇
か
た
ち
で
日
本
詩
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
根
底
的
な
問
題
と
連
結
、
連
動
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
思
う
。

安
西
が
大
連
に
移
っ
た
の
は
一
九
二

O
(大
正
九
)
年
、

翌
年
南
満
州
鉄
道
に
入
社
し
た
が
右
膝
関
節
炎
の
た
め
右
足
を
切
断
、

以
後

をす

ピ4

司
~ 

_'" 

-与"""・-
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の
現

103 表象としての「亜細亜j
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